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食
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つ
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新しく始まる赤ちゃんとの暮らしには、大きな喜びとほんの少
しの心配があるかもしれません。家族や周囲の方の支援も必要で
す。市では子育て包括支援センターを設置し、常駐する赤ちゃん
コンシェルジュが相談や家庭訪問を通じて、赤ちゃんと家族が健
やかに過ごせるようお手伝いをしています。 

▶問い合わせ　保健センター☎５５３―００５３

妊娠届
　届出時に赤ちゃんコンシェルジュ（助産師）が出産
に向けた相談を行っています。
▶妊娠届の提出先　保健センター、市民課、南河原支所

母子健康手帳・妊婦健康診査
　妊娠届を提出すると母子健康手帳と妊婦健康診
査助成券が交付されます。母子健康手帳はお母さ
んと赤ちゃんの健康を守るための大切な記録。妊娠
中や子育て期は常に携帯していると、外出先でもし
ものことがあっても安心です。成長の記録として、
また小さな育児書としても活用できます。

赤ちゃんクラス
実施時期：おおむね生後２カ月
　健診や予防接種の受け方などこれからの予定を確認し
ます。同じ時期に出産したお母さん同士の交流もできます。
▶内容　 ４カ月児健診の案内、予防接種の受け方、育児講話
 体重測定（希望者）

予防接種
実施時期：生後２カ月から
　小学生になるまでに受ける予防接種は８種類。接種方法は、全て個別接種となり、1度に2
種類以上の接種を行う同時接種も行われています。接種当日は、遠くへの外出など赤ちゃんの
体に負担が掛かることは避けましょう。また、発熱や下痢など体調が悪いときは受けられません。
▶接種方法　実施医療機関に予約

離乳食教室（要予約）
実施時期：【初期】４カ月～５カ月 【中期】７カ月～８カ月 【後期】９カ月～11カ月
　月齢にあった離乳食の実物を見たり、食べたりすることができます。
▶場所　保健センター
▶内容　栄養士による講話と試食（赤ちゃん同士の交流もあります）

赤ちゃん訪問
実施時期：生後４カ月未満
　赤ちゃんのいる家庭を助産
師・保健師が訪問し、体重測
定や育児の相談を行います。
生活の変化による体調不良や
赤ちゃんの世話の仕方、兄弟
への対応など遠慮なく相談く
ださい。

４ヵ月児健診
実施時期：生後４カ月～７カ月未満
　健診に行く前に、母子健康手帳を確認しましょう。気になったことや心配事は
事前にメモしてから受診しましょう。
▶受診方法　市内指定医療機関に予約
指定医療機関一覧

名　　　称 所　在　地 電話番号
行田総合病院附属行田クリニック 持田395―1 554―0005
行田中央総合病院 富士見町2―17―17 553―2000
さかつめ内科医院 城西1―6―22 553―5202
南川げんきクリニック 小見1400―1 554―8835

ようこそ! 赤ちゃん私たちが全力でサポートします

赤ちゃんコンシェルジュの皆さん

1歳 生後６ヵ月 生後４ヵ月 生後２ヵ月

子育て包括
支援センター

最
近
の
育
児
事
情

産後のホルモンの変化
　産後は女性ホルモンが急激に低下するため、お母さんの心身に大きな負担が掛かります。

妊娠中および産褥期の
血中女性ホルモンの変動

プロゲステロン
プロラクチン
エストロゲン
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量
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多い 分娩

※平成28年8月から個別健診になりました
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「市長への手紙」 50
　このコーナーは、手紙や電子メールなどにより、市長へご意見・ご提言などをいただいた
ものの中から、その一部を紹介するものです。なお、原則として回答を希望するものを紹介
しています。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　自然災害や武力攻撃などの発生時に備えて、防災行政無線を利用
した全国瞬時警報システム（Jアラート）の全国一斉情報伝達試験を
次のとおり実施しますのでご注意ください。
▶日 時　11月29日㈫午前11時ごろ
▶ 放送内容　上りチャイム音→「これはテス
トです（3回繰り返し）。こちらは防災行
田です」→下りチャイム音

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

　市民の皆さんの声を聴き、市政につ
いて意見交換を行う「市政懇談会」を開
催します。次の地区を対象に懇談会を
開催しますので、ぜひご参加ください。
▶開催日時・場所　
　 【星宮地区】11月24日㈭
　午後2時～ 3時30分・星宮公民館
　 【太井地区】12月13日㈫
　午後1時30分～ 3時・太井公民館
▶対 象　当該地区に住んでいる方
▶ そ の 他　申し込みは不要です。直
接会場にお越しください。

▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴担
当（内線318）

　市では防災行政無線の放送内容を電話で確認できる
「音声確認サービス」を行っています。聞き取れなかった
場合は、こちらをご利用ください。
▶電話番号　☎0120―360―100（フリーダイヤル）
▶ 注 意　毎日行っている定時放送については確認で
きません。電話が混み合っている場合は、かかりにく
いことがありますので、しばらくしてからおかけ直し
ください。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

　9月27日、古代蓮の里で行田市土木防災協議会
による平成28年度防災訓練が行われました。
　市内建設会社を中心に構成される「行田市土木防
災協議会」は市と「災害時における応急対策業務に
関する協定」を締結しています。今回の訓練では、
震度5強の地震が発生したことを想定し、市内の
道路や橋りょうの点検に始まり、倒木の処理や土
のう配置、市災害対策本部への被災状況報告といっ
た一連の流れを実践、確認しました。
▶ 問い合わせ　道路治水課道路建設担当（内線
5713）、防災安全課防災担当（内線281）

　11月9日㈬から15日㈫まで秋の火災予防運動期間で
す。この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当
たり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を
防止し、財産の損失を防ぐ事を目的に実施します。

3つの習慣
・寝たばこは絶対やめる。
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
・ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを
設置する。
・ お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協
力体制をつくる。
▶問い合わせ　消防本部予防課予防担当☎550―2121　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向上

を図るために、アンケート調査を実施します。消
防職員が、任意抽出した世帯を訪問する場合があ
りますので、ご協力をお願いします。なお、訪問
時には必ず身分証明書を提示しますので、ご確認
ください。
　なお、消防署が特定の業者に依頼して住宅用火
災警報器を直接販売することや、部屋に入っての
確認や点検を行うことは一切ありません。悪質な
訪問販売なども報告されていますので、ご注意く
ださい。
▶調査期間　11月1日㈫～平成29年3月31日㈮
▶問い合わせ　 消防本部予防課予防担当☎550―

2121

防災行政無線の情報伝達試験を実施しますご参加ください「市政懇談会」

防災行政無線の放送内容が
電話で確認できます

行田市土木防災協議会による
防災訓練を実施しました 秋の火災予防運動

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力を

Ｊアラートとは
国が把握した時間的に余裕がない緊急情
報を市町村の防災行政無線などを利用し
て瞬時に伝達するシステムです。

土のうを積む行田市土木防災協議会の会員
住宅防火いのちを守る7つのポイント
3つの習慣・4つの対策

防火標語（平成28年度全国統一防火標語）

消しましょう　その火その時　その場所で

意　見
　通学路、道路に面した家の前、
線路側などいろいろな所にふん
があり、衛生上、子供たちに良
くない。対策をしてほしい。
回　答

　市では、これまでも犬の散歩
時のマナーについて呼び掛けを
行っていますが、まだ通学路や
道路に面した家の前、線路沿い、
公園などにふんが多く見られる
地域もあるようです。
　飼い主のモラル向上および
ルールの遵守については、狂犬
病予防接種時のチラシ配布、市
報ぎょうだや市ホームページへ
の掲載などを通じて広く周知す
るとともに、自治会や個人の希
望者にはふん害防止の看板を配
布しています。また、飼い主の
不適切な飼養が認められた場合
には、県（保健所）と市が協働し
で飼い主宅に訪問し、適切な飼
養の指導を行っています。
　今後も引き続き、関係機関と
協力し適切な犬の飼養マナーの
徹底に努め、皆さんが気持ちよ
く暮らせる快適な環境と美しい
まちづくりを目指していきたい
と存じます。

意　見
　児童センターのおもちゃのオルガンの鍵盤が
外れていて、上手に弾けません。新しいオルガ
ンを買ってほしいです。
回　答

　いつも、児童センターをご利用いただきあり
がとうございます。児童センターは、０歳から
18歳までの方が気軽に遊べる施設で、学年ごと
に楽しめるおもちゃや絵本などをそろえている
他、外テラスには複合遊具を設置して、天気の
良い日には外で思いきり遊べるようにしています。
　市では、児童センターを訪れた方が「楽しかっ
た」「また遊びに行きたい」と思っていただけるよ
う、おもちゃや絵本などを定期的に買っていま
すが、たくさんの人が使うので、壊れたり部品
が取れてしまったりすることがあります。
そのようなときは、新しいものを買ったり、他
のおもちゃに買い替えたりしていますが、「物を
大事にすること」も大切です。すぐに買い替える
のではなく、まだ使用できるものは、児童セン
ターの職員が簡単な補修を行って、貸し出しを
しています。
　オルガンの状態を確認したところ、修理がで
きないため新しい物に買い替えることとしまし
た。新しいオルガンが入りましたら、大切に使っ
ていただけるとうれしいです。

意　見
　池井戸潤さんの小説「陸王」
の発売に伴い、観光PRや行
田市の魅力の再発見・発信な
ど、市をあげて応援する体制
を整えてはどうか。
回　答

　池井戸さんの小説「陸王」が
発売されたことに伴い、今ま
で以上に行田市が大きく注目
されることが予想されます。
池井戸さんの作品は、これま
でもドラマ化されることが多
いことから、その話題性や影
響力に大きな期待を寄せてい
ます。
　本市においても、これを大
きなチャンスと捉え、今後は、
忍城おもてなし甲冑隊とのコ
ラボレーションなどによる相
乗効果の高いPR活動の他、映
像化される際には、フィルム
コミッションによるバック
アップを行うなど、市をあげ
て一層の魅力の発信に努めて
いきます。
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高齢者福祉サービスを紹介します

❶乳酸飲料などの配達サービス
　乳酸飲料などを自宅へ配達するとともに、安否確
認を兼ねた見守りサービスです。
▶対　　象
　① 65歳～ 74歳の一人暮らしの方で、身体的理

由などにより見守りが必要な方
　②75歳以上の一人暮らしの方
　※ いずれも見守りが行われている、または見守り

を目的とした他のサービスを受給している場合
は対象外

▶利用者負担　無料
▶配　　達　週3回（月・水・金曜日）・3本（隔日）

❷配食サービス
　栄養バランスのとれた食事を配達することにより、
健康の保持・増進に寄与するとともに、安否の確認
を兼ねた見守りサービスです。また、糖尿病の方に
も対応しています。
▶ 対　　象　65歳以上で構成される世帯で、自ら
食事の用意をすることが困難で他の方からも食事
の提供を受けられない状況にある方

▶利用者負担　１食当たり400円
▶ 配　　達　１人当たり週4食（土・日曜日を含む）
まで

　※希望の曜日と昼・夕食のいずれかを選択できます。

❸在宅高齢者緊急通報システムサービス
　自宅に設置された緊急通報装置を使用して緊急通
報センターに通報し、救助を速やかに受けられるよ
うにすることで、日常生活上の不安などを和らげ、
安心感を得ることのできるサービスです。
▶ 対　　象　同一敷地内に親族がいない65歳以上
の一人暮らしの方など

　※自宅に固定電話が設置されている方に限ります。
▶利用者負担　設置に必要な額の1割など

❹紙おむつの給付（宅配）サービス
　紙おむつを配達することにより、本人および家族
の精神的・経済的負担を軽減するサービスです。
▶ 対　　象　要介護3以上の方で、現在、在宅で介
護を受けている方

▶給付上限額　 【課税世帯】3,500円＋消費税等相当額
　　　　　　【非課税世帯】6,000円＋消費税等相当額
　※ 給付上限額を超えた場合は、その差額分は利用

者の負担となります。
▶配　　達　委託業者が自宅へ毎月配送

　市では、高齢者の皆さんの健康保持や日常生活を支援するため、さまざまなサービスを実施しています。今回
はその中から、代表的なものを紹介します。
※いずれのサービスも、世帯の課税状況などにより給付の水準などが異なる場合があります。

❺介護慰労手当の支給
　要介護認定を受けた方などを介護する家族の労を
ねぎらうため、手当を支給しています。
▶ 対　　象　要介護度4以上で寝たきりの状態が6
カ月以上継続している方または65歳以上で重度
の認知症が6カ月以上継続している方を、現在、
在宅で介護している家族の方
　※一定の基準あり
▶支 給 額　月5,000円（支給月は4月・8月・12月）
 
❻安心・安全情報キットの配布
　かかりつけ医や服用薬などの医療情報、緊急連絡
先などを記入した用紙をペットボトル容器に入れ、
自宅の冷蔵庫に保管するもので救急隊員の迅速かつ
適切な処置につなげるものです。
▶ 対　　象　おおむね65歳以上の一人暮らしの方、
高齢者のみ世帯の方、日中独居の方など
▶利用者負担　無料
▶ 配 布 物　安心・安全情報キット一式（ペットボ
トル容器1本、安心・安全情報シート2枚、ステッ
カー 2枚）および説明文
▶ そ の 他　シートは2枚配布します。1枚を市に
提出していただければ、緊急時の情報として活用
します。※提出は任意です。

❼地域包括支援センターによる総合相談事業
　市内に4カ所ある地域包括支援センターでは、介
護・福祉・健康・医療などさまざまな相談を受け付
けています。また、認知症や知的障害、精神障害な
どにより判断能力が十分でない方を法的に支援する
「成年後見制度」についても相談することができます。

地域包括支援センター一覧

※ 市で実施するものの他、行田市社会福祉協議会で
も「いきいき・元気サポート制度」や福祉車両の
貸し出しなど、さまざまなサービスを提供してい
ます。

名　　称 担当地区 電話番号

地域包括支援センター
緑風苑

北河原・須加・長野
・佐間 557―3611

地域包括支援センター
まきば園

行田・荒木・星河・
星宮・南河原 550―1777

地域包括支援センター
壮幸会 太井・持田・下忍 552―1123

地域包括支援センター
ふぁみぃゆ 忍・太田・埼玉 558―0088

▶ 問い合わせ　市の高齢者福祉サービスについては高齢者福祉課（内線225・278）、いきいき・元気サポート制
度や福祉車両の貸し出しなどについては行田市社会福祉協議会☎557―5400

認知症サポーター養成講座を
受講してみませんか

オレンジカフェ行田～認知症に関わる方
（本人、家族、支援者など）の集い～

　高齢になるほど発症率が高くなるといわれる
認知症。高齢化の進展により認知症の方は増加
すると予想されています。認知症の方とその家
族の住み慣れた地域での生活を支援し、また認
知症を早期発見・治療するためにも、多くの方
に認知症について正しく理解していただくこと
が必要です。
　認知症サポーター養成講座を受講することで、
認知症に対する基本的な知識、認知症の方への
適切な対応方法、相談機関などを学ぶことがで
きます。認知症は決して他人事ではなく身近な
病気です。認知症について正しく学び、地域で
支えるサポーターになってみませんか。
▶日 時　12月21日㈬午後1時30分～ 3時
▶ 場 所　総合福祉会館「やすらぎの里」第３研修室
▶定 員　20人
▶受 講 料　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶ そ の 他　受講終了後にはサポーターの証とし
て、「オレンジリング」と「埼玉県認知症サポー
ター証」を差し上げます。
▶ 申し込み　11月17日㈭～ 12月20日㈫に直
接または電話で地域包括支援センター緑風苑
☎557―3611
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内
線278）

　認知症の方や家族、地域の方、医療介護の専門職、ボラ
ンティアなどどなたでも気軽に参加できる集いの場所で
す。みんなで楽しい時間を過ごしませんか。
▶日 時　11月30日㈬午前10時～ 11時30分
▶場 所　総合福祉会館「やすらぎの里」第３研修室
▶ 対 象　市内在住の認知症の方やその家族、地域の方、
専門職の方など
▶参 加 費　100円
▶そ の 他　事前申し込みは不要です。
▶問い合わせ　地域包括支援センター緑風苑☎５５７―３６１１
▶ 記事に関する問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担
当（内線278）

　今は元気だから介護予防なんて必要ないと思っていません
か。生き生きと楽しく暮らしていけるように、元気なときか
ら予防しましょう。
  知れば健康！バランス献立  
ちょっとした食事の工夫を覚えて、病気や老化に負けない元
気な体をつくりましょう。

日　　時 場　　所
１１月３０日㈬午前１０時 星宮公民館
１２月６日㈫午前１０時 忍・行田公民館

▶対 象　市内在住の65歳以上の方
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）
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小川　博孝さん

齋藤　彰さん

市内にお住まいの高齢者の状況について
お知らせします（9月1日現在）
・最高年齢…【男性】１０１歳
　　　　　　 【女性】１０６歳
・100歳以上…４８人
　（男性5人・女性43人）
・75歳以上…10 ,401人
　（男性4,165人・女性6,236人）
・65歳以上…23 ,571人
　（男性10,610人・女性12,961人）
・高齢化率…28 .38パーセント

はつらつ教室
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虐待かなと思ったらご連絡を
～ 11月は児童虐待防止推進月間です～

　毎年11月は児童虐待防止推進月間です。
　「児童虐待」は、家庭という密室の中で行われるため
他者からは発見されにくく、親が「しつけ」と思ってい
る行為でも、実際に子どもの心や体が傷つく行為であ
れば、それは「虐待」となります。
　虐待から子どもを守るためには、地域の見守りが何
よりも必要です。「虐待かもしれない」と気に掛かる家
庭がありましたら、通報相談窓口に連絡してください。

児童虐待とは
▶ 身体的虐待　殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせるなどの行為。
▶ 性的虐待　子どもへの性的行為の強要や子どもの裸
を撮影するなどの行為。
▶ 養育怠慢（ネグレクト）　子どもを家に閉じこめる、
食事を与えない、風呂に入れない、自動車の中に放
置する、保護者以外の同居人による虐待を放置する
ことなどの行為。
▶ 心理的虐待　言葉による脅し、無視、兄弟間の差別
的扱い、子どもの目の前で夫婦げんかやＤＶを行い、
心理的に影響を与えるなどの行為。

小さなサインから子どもを守る
　虐待の多くは家庭内で起こっています。保育所、幼
稚園、学校、保健機関、医療機関などにおいても、子
どものちょっとした「サイン」を見逃さないことが大切で
す。また、地域で「虐待ではないか」という問題意識を持っ
ていないと、外からでは見過ごされてしまいます。
　【子育て・育児中の方へ】
　次のようなことでお悩みの方は、一人で悩みを抱え
込まず、まずは相談窓口へご相談ください。
　・ 子どもが言うことをきかず、いつもイライラして
いる。

　・ 子育てが思うようにいかず、つい子どもをたたい
たり、怒鳴ってしまう。

　・ 自分のことで精一杯で思うように子育てができない。
　・ パートナーの理解が得られず、親族など周囲の協
力も得られない。

　【子育て中の方をサポートしている方へ】
　・ 子育て中の保護者が孤立しないよう、話し相手に
なってください。子どもにあいさつや声掛けなど
をして見守ってください。

　・ 「虐待かもしれない」と気に掛かる家庭がありまし
たら、相談窓口へ連絡してください。

虐待と思われる「サイン」
▶子どもの状況　
　・不自然な傷やあざが多い（腕・足・顔に多い）。
　・ 夜遅くまで外で遊んでいたり、学校や塾から帰宅
することを拒んでいる。

　・ 何時間も外に出されていて、家に入れてもらえない。
　・同じ洋服を何日も着ていて、不衛生である。

▶親の状況　
　・ 地域で孤立していて、第三者が子どものことにつ
いて意見をしたり、話を聞こうとすると被害的・
攻撃的になりやすい。

　・子どもを置いたまま頻繁に外出している。
　・子どもに食事をきちんと与えていない。
　・ 子どもの傷やあざについて親に話を聞こうとする
と、返答が不自然になる。

　・子どものいる前で、夫婦げんかを頻繁にしている。

▶外（地域）からの状況　
　・殴る、蹴るなどの行為を目撃した。
　・ 子どもの泣き声や叫び声（親は「しつけ」と言うこと
がある）などが頻繁に聞こえる。

　・ 夫婦げんかで怒鳴ったりする声が頻繁に聞こえる。
（夫婦げんかを目撃させることは子どもへの心理的
虐待となります）

　・ 親が夜遅くまで帰らず、年齢の低い子供たちだけ
で留守番していることが多い。

　この他に、心配な状況がありましたら、通報相談窓口
へ連絡してください。

オレンジリボン運動とは
　児童虐待の現状を伝え、多くの人に関心を持っても
らうことで虐待のない社会を築くことを目的とした活
動です。オレンジリボンは児童虐待防止のシンボルマー
クであり、オレンジ色は子供たちの明るい未来を表し
ています。

通報相談窓口
　児童虐待防止法では、全ての国民の義務として、虐
待を受けたと思われる子どもを発見したときは、児童
相談所などへ連絡（通告）しなければならないと定めて
います。虐待現場を目撃した方や虐待かもしれないと
思った方は、次の窓口までご連絡ください。なお、子
どもを守るために連絡（通告）した方の個人情報は相手
方に伝わらないように配慮され、保護されます。
　・ 児童相談所全国共通ダイヤル…189（イチハヤク）
※ 児童相談所に通告・相談ができる全国共通の電
話番号です。

　・ 行田市虐待防止ホットライン☎0120―556―
212

▶ 子育てにお悩みの方は、次の相談窓口までご連絡く
ださい。　

　・ 子育て総合支援窓口（子ども未来課内）☎556―
2011

　・家庭児童相談室（内線268）
　・保健センター☎553―0053
▶ 子育て経験者による家庭訪問型子育て支援サービス
を実施していますので、気軽にこそだて応援専用ダ
イヤルへご連絡ください。　

　・こそだて応援専用ダイヤル☎070―2796―8856
▶ 問い合わせ　子ども未来課給付担当（内線292）

高齢者が在宅で安心して暮らしていけるよう、介護の知識や技術のこつなどを学ぶ教室を開催します。

▶日 時　 11月19日～ 12月17日
の毎週土曜日（全5回）午
前9時30分～正午

▶場 所　 総合福祉会館「やすらぎ
の里」第1研修室

▶内 容　 マージャンのアガり役、
点数計算などを学ぶ

▶対 象　 市内在住でおおむね65
歳以上の方

▶定 員　20人（先着順）　
▶ 申し込み・問い合わせ　11月15日㈫
午前9時から直接または電話で行田市
社会福祉協議会☎557―5400

　シルバー人材センターでは、長年培った知識や技術を生かして地域に貢献したい、
健康維持のために体を動かしたいといった方の応募をお待ちしています。
　このたび、次の日程で特設の入会説明会を開催します。1時間程度の説明会で、予
約は不要ですので、気軽にご参加ください。会員になって、生きがいや仲間を見つけ
ませんか。
▶入会説明会開催日程　

▶対 象　市内在住の健康で働く意欲のある60歳以上の方
▶そ の 他　 定例の入会説明会は、毎月第1・3木曜日の午前10時から、同センター

（旭町13－24）で開催しています。
▶問い合わせ　同センター☎556―5221

高齢者マージャン教室 11月コース行田市シルバー人材センター入会説明会
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日　　時 場　　所 内　　容 定　　員 申し込み

11 月 29日㈫
午前 10時　　
～ 11時 30分

忍・行田公民館

「楽ちん介護 part6 口
こうくう
腔ケア編」

高齢者の口のケアのポイントや注
意点を学びます。口腔ケア用品の
展示もあります。

20人（先着順）

11 月 28 日㈪まで
に地域包括支援セン
ターふぁみぃゆ
☎ 558―0088

介護者教室を開催します

▶対 象　現に介護をしている方、介護について関心のある方
▶費 用　無料
▶持 ち 物　筆記用具　
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

日　　時 申し込み
　11月 29日㈫ 午前 10時 　太田公民館
　11月 29日㈫ 午後 2時　 　埼玉公民館
　11月 30日㈬ 午前 10時 　荒木公民館
　11月 30日㈬ 午後 2時 　太井公民館
　12月 1日㈭ 午後 2時 　南河原公民館
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平成29年度学童保育室の
二次申請を受け付けます

平成29年度保育所などの入所の
二次申請を受け付けます

子育て談話室「たんぽぽ」

～特定健康診査を積極的に活用していただくために～
委託業者から電話での受診案内を実施します

行田市国民健康保険運営
協議会の委員を募集します

11月は「いじめ撲滅強調月間」です

病児・病後児保育所「げんきキッズ」をご利用ください

よい子の電話教育相談
▶相談日時　24時間365日対応
▶連 絡 先　
【子ども専用（18歳以下）】
　＃7

なやみ
30
ゼロ
0
ゼロ
または☎0120―8

ハロー
6―3

さいのくに
192

【保護者専用】
　☎048―5

こ
5
こ
6
ろ
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お
8
は
7
な
4
し

【Eメール相談】
　soudan@spec.ed.jp

※ 携帯電話で右の二次元バーコー
ドを読み込み、ホームページか
らEメール送信を行うことも可。

ヤングテレホンコーナー（埼玉県警察少年サポートセンター）
▶相談日時　 月～土曜日（祝日、年末年始を除く）午前8

時30分～午後5時15分
▶連 絡 先　☎048―861―1152

子どもスマイルネット
▶相談日時　 毎日（祝日、年末年始を除く）午前10時30

分～午後6時
▶連 絡 先　☎048―822―7007

埼玉いのちの電話
【こどもライン（18歳以下）】
▶相談日時　金・土曜日の午後3時～ 9時30分
▶連 絡 先　☎048―640―6400
【相談電話】
▶相談日時　24時間365日対応
▶連 絡 先　☎048―645―4343

さいたまチャイルドライン
▶相談日時　毎日（年末年始を除く）午後4時～ 9時
▶連 絡 先　
【子ども専用（18歳以下）】☎0120―99―7777

埼玉県こころの電話
▶相談日時　 月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前9

時～午後5時
▶連 絡 先　☎048―723―1447

子どもの人権110番（さいたま地方法務局人権擁護課所管）
▶相談日時　 月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前8

時30分～午後5時15分
▶連 絡 先　☎0120―007―110

▶問い合わせ　県青少年課☎048―830―5858

　県では、11月を｢いじめ撲滅強調月間｣に定め、いじめの根絶に集中的に取り組んでいます。
いじめに遭ったり、気が付いたりしたら、一人で悩まずご相談ください。

▶入室時期　平成29年４月
▶ 対    象　保護者の就労などにより、昼間家
庭での保育が常時困難な家庭の小学生
▶受付時間　 11月20日㈰～平成29年1月31

日㈫
▶申請書類の配布および受付場所　
　 子ども未来課（祝日、年末年始を除く月～金
曜日および日曜日の開庁時間）
▶そ の 他　
　・ 二次申請分の入室調整は、一次申請分の調
整をした後に行います。調整状況によって
は、希望の学童保育室に入室ができない場
合がありますので、あらかじめご了承くだ
さい。

　・ 入室決定は申し込み順ではありません。学
年や保護者の勤務状況などを審査し、保育
の必要性が高いお子さんから決定します。

▶問い合わせ　同課子ども未来担当（内線262）

▶入所時期　平成29年４月
▶ 対    象　保護者の就労などにより、保育所などでの保育の必要のあ
る乳幼児

　※ 利用に当たっては、市から保育の必要性の認定を受ける必要があり
ます。

▶申請書類の配布および受付期間　
　11月20日㈰～平成29年1月31日㈫
▶配布および受付場所　
　 子ども未来課（祝日、年末年始を除く月～金曜日および日曜日の開庁
時間）

▶そ の 他　
　・ 二次申請分の入所選考は一次申請分の入所選考後となるため、選考
状況によっては、希望の保育所などへ入所できない場合があります。

　・ 市外の保育所などを利用する場合は、同課へ問い合わせください。
　・ 急な転入などによる特段の理由を除いては、原則として二次申請締め切
り後に４月入所の受け付けはしません。期間内に必ず申請をしてください。

▶問い合わせ　同課保育担当（内線263）

▶日    時　12月５日㈪午前10時～ 11時30分　
▶場    所　総合福祉会館「やすらぎの里」　
▶内    容　・子育て中の親同士で語らう
　　　　　　・ 子育てワンポイントトーク・ゆったり、こたつで折り紙

（クリスマスカード作りに挑戦）
▶対    象　市内在住で乳幼児を持つ保護者※お父さんも歓迎します
▶定    員　30人（先着順）※託児つき
▶参 加 費　100円
▶主    催　行田市民生委員・児童委員連合会
▶後    援　行田市、行田市教育委員会、行田市社会福祉協議会
▶申し込み　12月４日㈰までに電話で同協議会
▶問い合わせ　同協議会☎557―5400

　行田市国民健康保険の特定健康診査を積極的に活用していただくた
め、今年度まだ受診されていないと思われる方を対象に、市が委託した
業者のオペレーターから電話での受診案内を実施します。特定健康診査
を受診し、年に一度は健康チェックをしましょう。
▶実施期間　11月1日㈫～ 30日㈬
▶ 実施時間　【月～金曜日】午前9時30分～午後6時【土・日曜日】午前9
時30分～午後7時

▶委託業者　株式会社明
めい
豊
ほう

▶発信番号　フリーダイヤル（☎0800―200―0083）からご案内します。
▶ 対    象　平成28年4月1日現在、行田市国民健康保険加入の40～
74歳の方で、今年度まだ受診されていないと思われる方

▶そ の 他　
　・ 電話勧奨の際に、銀行口座を伺うことや金銭の振り込みを依頼する
ことは絶対にありません。

　・ すでに健診を受診済みまたは予約済みの方は、行き違いですのでご
了承ください。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272・273）

　市では、国民健康保険事業の運営に関する重
要事項を審議するため、行田市国民健康保険運
営協議会を設置しています。
　このたび、現委員の任期が満了となることか
ら、被保険者（加入者）の意見を反映させること
を目的として、被保険者を代表する委員を次の
とおり募集します。
▶ 応募資格　満20歳以上で、行田市国民健康
保険被保険者の資格を有し、属する世帯の国
民健康保険税に滞納が無い方で、平日昼間の
会議（年4回程度）に出席できる方。
　 　ただし、次に該当する方は応募できません。
　⑴ すでに本市の他の審議会などの委員になっ
ている方

　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　1人
▶ 任    期　平成29年1月1日～平成30年
12月31日
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、
電話番号、応募理由および市の国民健康保険
に対する考え（800字程度）を記入した書類
（様式自由）を持参または郵送により提出して
ください。
▶ 申し込み　〒361―8601 行田市本丸2―
5 行田市保険年金課内「国保運営協議会の委
員募集」係
▶締め切り　11月21日㈪必着
▶ 選考方法　書類審査により選考し、結果は全
員に通知します。なお、応募書類は返却しま
せん。
▶問い合わせ　同課国保担当（内線273）

　病児・病後児保育所「げんきキッズ」は、保護者の仕
事や急用などの理由により、病気中もしくは病気回復
期にあるお子さんを保育できないときに、子どもを預
かる施設です。
　「子どもが熱を出してしまったが、どうしても仕事
を休むことができない」「急な用事が入ってしまった
が、子どもが病気中なので一緒に連れて行けない」こ
のようなときは、ぜひご利用ください。
▶施 設 名　 病児・病後児保育所「げんきキッズ」
　　　　　　 （小見1404―1南川げんきクリニック隣）

☎090―8111―8751
▶対    象　乳幼児～小学３年生
▶保育時間　月～金曜日の午前８時～午後６時
▶利用方法　
　① 事前登録制のため、事前に病児・病後児保育利用

者登録書をげんきキッズに提出してください。
　② 主治医や小児科医の診察を受けてください。その

際に、病児・病後児保育利用申請書の医師確認欄
に記入してもらってください。

　③保育を利用する前日までに予約してください。

▶利用日当日に持参するもの　
　・利用申請書
　・印鑑（朱肉を必要とするもの）
　・お子さんの健康保険証および子ども医療費受給資格証
　・母子健康手帳
　・非課税証明書（非課税世帯のみ）
　・生活保護受給証（生活保護世帯のみ）
▶利用料金　 ２,000円（市民税非課税世帯および生活

保護世帯は無料）
▶問い合わせ　子ども未来課子ども未来担当（内線262）
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国民健康保険・後期高齢者医療保険・
介護保険からのお知らせ

~申告用計算書の送付時期が1月に変更になります~

「坂のないまち」の出演者が
工藤市長を訪問しました

民生委員及び児童委員
埼玉県知事功労章を受章しました

オストメイトのための医療講習会

三世代交流餅つき会

北埼玉地域精神保健福祉講演会
「私にあった暮らし方~福祉サービス利用者の体験談から考える~」

特別障害者手当・障害児福祉手当を
ご利用ください

身体測定＆からだバランス体験講座
～フィットネスクラブ連携トライアル事業～

　これまで、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料は、例年10月下旬から11月上旬頃に、その
年の1月1日以降に納付いただいた普通徴収（納付書に
よる納付または口座振替）分の保険税・保険料について
の申告用計算書を送付していましたが、今年度から1月
下旬頃の送付に変更となります。
※ 課税年金から特別徴収（年金天引き）で納付いただいた
分については、年金支給者（日本年金機構など）から1
月中に源泉徴収票が送付されるため、これまでと同様
に申告用計算書は送付しません。
※ 申告用計算書の送付前に必要となる場合などは、申請
に基づき計算書を交付することができますのでご相談
ください。
▶問い合わせ　
　【国民健康保険について】
　　 保険年金課国保担当（内線271・272・273）
　【後期高齢者医療保険について】
　　同課医療担当（内線226・227）
　【介護保険について】
　　高齢者福祉課介護保険担当（内線277）

　10月12日、9
月に公開した動
画「坂のないま
ち」に出演した
杉尾みゆきさん
（NPO法人CILひ
こうせん）と山田
正太さん（社会福
祉法人健翔会）が
市役所を訪れま
した。
　動画「坂のないまち」は、行田市が平坦な地形であることから
車いす利用者を始め、多くの人に観光を楽しんでいただくこと
を目的に制作。車いすに乗った杉尾さんと山田さんに市内を案
内してもらう構成となっています。
　出迎えた工藤市長から「車いす目線で市内が紹介され、興味
深い作品でした」と感想を伝えられた杉尾さんは「なかなか出来
ない良い体験になりました」と笑顔で話していました。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　9月15日に行われた平成28年度第42回埼玉県民
生委員・児童委員大会で、多年にわたる地域福祉の発
展に尽力した功労が認められ、島田ユミ子さん（佐間）
と茂木奈賀子さん（斎条）が民生委員及び児童委員埼玉
県知事功労章を受章しました。

▶問い合わせ　 福祉課トータルサポート推進担当（内線
267）

島田ユミ子さん
（佐間）

工藤市長（左）を訪問した
杉尾みゆきさん（中央）と山田正太さん（右）

茂木奈賀子さん
（斎条）

▶日    時　 11月20日㈰午後1時~4時
　　　　　　※ 装具の展示は午前11時30分

から
▶場    所　 熊谷市立商工会館（熊谷市宮町2

―39）
▶内    容　 ①講演会【第1部】十束英志さん

（柏厚生総合病院外科部長）によ
る講演「がんの予防とその他、健
康に良い話」【第2部】小林晶子さ
ん（北里大学メディカルセンター
皮膚・排泄ケア認定看護師）によ
る講演「ストーマの種類と装具の
いろいろ」②ストーマ装具展示

▶対    象　 オストメイトの方およびその家
族、医療・介護関係者

▶参 加 費　無料
▶問い合わせ　 公益社団法人日本オストミー協会

埼玉県支部☎048―835―5226
（火・木曜日の午前10時~午後3
時、土曜日の午前10時から正午）

▶日    時　 12月10日㈯午前9時30分~午後1時
▶場    所　 総合福祉会館「やすらぎの里」中庭および

第1研修室
▶対    象　 市内在住の60歳以上の方、小学生以下

およびその保護者※祖父母と孫の組み合
わせも可

▶定    員　50人
▶参 加 費　100円（当日徴収）
▶持 ち 物　エプロン、三角巾
▶申し込み・問い合わせ　
　 11月14日㈪から直接または電話で行田市社会福
祉協議会☎557―5400

▶日    時　 11月25日㈮午後2時~3時30分（午後
1時45分から受け付け）

▶場    所　 羽生市民プラザ多目的室3（羽生市中央
3―7―5）

▶内    容　 当事者による体験発表および支援機関や
福祉サービスの紹介をします。

▶対    象　 精神障害のある方とその家族、および精
神保健福祉に関心のある方

▶定    員　50人（先着順）
▶そ の 他　 事前申し込みは不要です。直接会場へお

越しください。
▶問い合わせ　 福祉課障害福祉担当（内線266）

特別障害者手当
▶支 給 額　月額26,830円
▶ 対    象　 20歳以上で、身体または精神の重度の障

害により、日常生活において常時特別な介
護が必要な状態の方

　　　　　　※ 施設に入所中の方や3カ月以上継続して
入院している方は受けられません。

障害児福祉手当
▶支 給 額　月額14,600円
▶ 対    象　 20歳未満で、障害や疾病などにより、日

常生活において常時介護が必要な状態の方
　　　　　　※ 施設に入所中の方や障害を支給事由とす

る年金を受給している方は受けられませ
ん。

▶そ の 他　・ 申請を受け付けた月の翌月分から支給の
対象になります。なお、原則として専用
の診断書により「常時（特別な）介護が必
要な状態」に該当するかどうかの審査が
ありますので、申請しても手当がもらえ
ないことがあります。

　　　　　　・いずれの手当にも所得制限があります。
▶ 問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線265・266）

　フィットネスクラブの協力により開催される「身体測定＆からだバランス体験講座」です。体組成計を使って体力
年齢などを測定したり、健康づくりや体力づくりのためのポイントを教わったりすることができます。
フィットネスクラブ一覧
施 設 名 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田

所 在 地 緑町8―8 持田1―4―56

電 話 ☎553―1666 ☎555―3541

日 時

＜全3日間＞
1日目は次の①～④の中から希望する日を選択
2日目および3日目は同月中の希望する日に参
加できます。
①12月1日㈭午後1時30分～ 2時20分
②12月3日㈯午後7時～ 7時50分
③12月4日㈰午後1時30分～ 2時20分
④12月7日㈬午前10時10分～ 11時

次の①～③の講座の中から希望する講座を選択
講座①12月13日㈫
　　　午前11時～午後1時
講座②12月15日㈭
　　　午後1時15分～ 2時30分
講座③12月16日㈮
　　　午前11時～午後1時

講座内容

1日目：からだ測定、施設利用
2日目および3日目：軽運動、筋力アップ、ヨ
ガ、プールなど

講座①「ステップアップ・ロコモフィット」（シニア向け）
　・下半身筋力やバランストレーニング
講座②「ボディバランス30」
　・筋力、柔軟性、バランスの向上
講座③「ステップアップ・ロコモコア」
　・下半身筋力と体幹トレーニング

定 員 20人（先着順）※①～④各5人まで 15人（先着順）※各講座5人まで

申し込み 11月17日㈭午前10時から直接または電話で
当該施設

11月15日㈫午前10時から直接または電話で当該施設

▶対    象　市内在住の20歳以上の方で、医師らから運動制限を受けていない方
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　一施設につき一度のみ利用となります。講座内容は、参加者や施設などの状況により変更の場合あり。
▶問い合わせ　当該施設または保健センター☎553―0053
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※県内で人口1万人当たりの職員数が最も少ない市は50.4人、最も多い市は109.9人
　となっており、行田市は最少市から数え25番目に位置しています。

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　分

平成27年
職　員　数（人）

337人

平成28年

338人

対前年
増減数

　　1人

181人 179人 　　△2人

518人 517人 　　△1人

40人 39人 　　△1人

558人

一般行政部門

特別行政部門（教育・消防）

普通会計の計

公営企業等会計部門
（水道・下水道・その他）

合　計 556人 　△2人

特別職の報酬などの状況（平成28年４月１日現在）10

12

人口1万人当たりの職員数（平成28年４月１日現在）１１

区　　　分

市　　　長

給料月額など

933,000円　
副　市　長 780,000円　
教　育　長 702,000円　

給

　料

　 （算定方法）
市　　　長 給料月額×在職月数×40/100
副　市　長 給料月額×在職月数×30/100
教　育　長 給料月額×在職月数×30/100

（支給時期）
任期ごと
任期ごと
任期ごと

退
職
手
当

議　　　長 482,000円　
副　議　長　 429,000円　
議　　　員 407,000円　

報

　酬

市　　　長
（27年度支給割合）

副　市　長
4.05月分
4.05月分
4.05月分 　教　育　長

議　　　長
（27年度支給割合）

副　議　長　
3.85月分　
3.85月分
3.85月分　議　　　員

期
末
手
当

行田市 66.5人 67.5人県内市平均

部　　門

　問い合わせ　人事課人事給与担当（内線２０8）

～事業を営んでいる方へ～ 
償却資産の申告が必要です

　※ 自動車税・軽自動車税の対象になるものや、家
屋として固定資産税の対象になるものは、償却
資産の対象になりませんので、ご注意ください。

▶申告書受付期間
　平成29年1月4日㈬～ 31日㈫

▶その他
　平成28年度分の申告をしている方には、11月
下旬に償却資産申告書を送りますので、同封の手
引きを参考に申告してください。なお、新規に事
業を開始した方は、税務課までご連絡いただくか、
市ホームページから申告書をダウンロードして申
告してください。

▶申告先・問い合わせ
　同課資産税担当（内線234）

14

類 似 団 体 42.3歳 319,936円 355,183円

人件費の状況（普通会計決算）１

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

※経験年数とは、採用後の年数をいうものです。なお、高校卒は該当する職員がいません。
　　

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

区　 分

平成
27年度

人件費率
Ｂ/Ａ

17.9％

住民基本台帳人口
（平成27年度末）

83,249人 26,275,433

歳出額
Ａ

千円

  1,470,676

実質収支

千円

4,715,361

人件費
Ｂ

千円

職員給与費の状況２

※職員数および給与費は一般会計当初予算に計上された額であり、水道事業、下水道事業、
　国民健康保険事業などの特別会計にかかるものは含みません。職員手当には退職手当を
　含みません。なお、（　）は再任用短時間勤務職員に係る数値の外書きです。

※市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、現業職員を
　含みません。
　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の
　給与水準を示す指数です。
　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数
　を単純平均したものです。　　

市職員の給与などを公表します
　市職員の給与・職員数について、常に適正化を図っています。このたび、平均給料月額などを表にまとめました
のでお知らせします。

区　分

平成
28年度

職員数
Ａ

１人当たりの
給与費Ｂ/Ａ

(26) 
518人

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　　与　　　費

1,999,273
千円

487,626
千円

807,343
千円

3,294,242
千円

6,056
千円

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年４月１日現在）

4

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

40.7歳

43.3歳

43.5歳

平均給料月額

317,615円

335,158円

334,283円

平均給与月額

370,606円

383,875円

408,996円

① 一般行政職

職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）5

行政職の級別職員数の状況（平成28年４月１日現在）7

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）３

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

行田市

183,300円

149,000円

埼玉県

183,300円

149,000円

国

176,700円

144,600円

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成28年４月１日現在）6

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

経験年数10年

280,386円

ー

経験年数15年

309,750円

ー

経験年数20年

355,236円

ー

期末手当・勤勉手当８

行田市

（27年度支給割合）
期末手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　

・ 役職加算　5～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　

・ 役職加算　　  5～20％
・ 管理職加算　10～25％

2.60 月分
（1.45 月分）

勤勉手当
1.60 月分

（0.75 月分）

（27年度支給割合）
期末手当
2.60 月分

（1.45 月分）

勤勉手当
1.60 月分

（0.75 月分）

国

退職手当（平成28年４月１日現在）９

行田市

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
20.445月分

29.145月分

勧奨・定年
25.55625月分

34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置　
定年前早期退職特例措置

（2～20%加算）

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
20.445月分

29.145月分

勧奨・定年
25.55625月分

34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

国

類 似 団 体 50.0歳 317,404円 338,663円

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

54.8歳

54.5歳

50.2歳

平均給料月額

355,150円

352,609円

289,141円

平均給与月額

389,883円

393,587円

328,318円

② 技能労務職

区　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

1級

主事
技師

55人

10.4％

2級

主事
技師

122人

23.1％

3級

主任

113人

21.4％

4級

主査

83人

15.7％

5級

主幹

77人

14.6％

6級

課長
副参事
幹

52人

9.8％

7級

次長

12人

2.3％

8級

部長
参事

14人

2.7％

計

528人

100.0％100.0

95.0

90.0
行田市 類似団体平均 全国市平均

105.0

その他の加算措置　
定年前早期退職特例措置

（3～45%加算）

※国の定年前早期退職特例措置において、定年前１年以内の者については
　2％の加算となります。

（H27）
98.9

（H22）
98.8 （H27）

97.9
（H22）
97.7

（H27）
98.7

（H22）
98.8

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、
　技能労務職、教育職のいずれの職種にも属さない全ての職員をいいます。
※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当の
　毎月決まって支給される各手当の総支給額を各職種区分の職員数で割った額を
　加えたものであり、国家公務員と同じベースで再計算したものです。

　平成29年1月1日現在、市内に事業用資産を所有
している方または貸し付けている方は、税務署への
申告とは別に市に対しても償却資産の申告をする必
要があります。また、事務所や店舗を借りて事業を
している方（テナント）は、自分の費用で施工した内装、
造作、建築設備などを償却資産として申告してくだ
さい。
　資産に増減がない方、廃業、解散、他市町村への
転出、支店の閉鎖などにより資産が無くなった方も、
必ず申告をお願いします。
　受付期間の後半は窓口が混雑しますので、早めに
申告するようご協力をお願いします。　　

▶申告が必要な方　
　法人や個人で、工場、商店、飲食店、美容室、
事務所、農業などを経営している方、アパートや
駐車場などを貸し付けている方

▶申告の対象になるもの
　事業のために用いることができる構築物、機械、
器具・備品などで、耐用年数が1年以上で1品当
たりの取得価額が原則10万円以上のもの
【償却資産の申告対象になるものの例】
　アスファルト舗装、照明設備、看板、机・応接セッ
ト、レジスター、陳列ケース、厨房設備、乾燥機、
受変電設備、動力運搬機、太陽光発電設備など
（詳しくは市ホームページを参照してください）
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～公平な税負担を確保するために～
　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。税金は、
皆さんの生活に欠かすことのできない行政サービスを推進するための大切な財源です。
　税金は納期限内に納めていただくことが原則です。納期限内に納付しないで滞納になると、「うっかり」
の悪意のない納め忘れの場合でも、法律に基づき差押えという滞納処分を受けることがあります。

平成27年度差押えなどの実績

1617

人事行政の運営状況を公表します
　平成27年4月1日から平成28年3月31日までの人事行政の運営状況(給与公表に関する部分を除く)の概要を公表します。
なお、詳細は、市ホームページおよび市政情報コーナーでご覧ください。

職員の任免および職員数に関する状況１
（１）職員の採用状況　

一　般
事務職

土　木
技術職

10人 2人

消防職

4人 2人

教育職
（指導主事）

24人

市費負担
教職員

42人

計

20人 1人 6人 27人 54人

その他
（死亡、免職、任期付、復帰等）勧奨退職定年退職 普通退職 計

職員の分限および懲戒処分の状況4

職員の福祉および利益の保護の状況8

不利益処分に関する不服申立ての状況10

（１）分限処分の状況
　　　区　　　分
勤務成績が良くない場合
心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合
職制などの改廃などにより過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める理由による場合

降任
0人
0人
0人
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人
0人
0人
0人

休職
0人
10人
0人
0人
0人
0人

降給
0人
0人
0人
0人
0人
0人

　　　区　　　分
法令に違反した場合
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

戒告
0人
0人
0人

減給
0人
0人
0人

停職
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人

職員の服務の状況 　5

職員の研修の状況7

（２）懲戒処分の状況　

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況3
（１）勤務時間の概要（標準的なもの）

１週間の勤務時間

38時間45分

開始時刻

午前8時30分

終了時刻

午後5時15分

休憩時間

正午～午後1時

（２）年次有給休暇の取得状況（一般職員）

平均取得日数

平成27年

6.9日

平成26年

6.6日

対前年増減

０.3日

（注）期間は各年１月１日から１２月３１日までの１年間です。

営利企業等従事の許可状況　

　  営利企業などの従事の内容

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする
会社その他の団体の役員などの地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業または事務に従事する場合

許可件数

0件

3件

57件

摘要

（３）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況

病気休暇

36人

介護休暇

0人

組合休暇

0人

（４）育児休業などの取得状況　
休業の種類

休業者の内訳

取得者合計
 うち女性

 男性

6人 4人

6人 4人

13人

13人

2人

2人
0人 0人 0人 0人

育児休業 部分休業

うち新規 うち新規
1人

1人

0人

0人
0人 0人

育児短時間勤務

うち新規

（２）職員の退職の状況　

（５）時間外勤務の状況　

職員1人当たりの月平均（時間外勤務時間数） 7.7時間

研修の状況　

　     研修区分

一般研修（市単独）

一般研修（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

特別研修

自己啓発促進

派遣研修

研修内容･派遣先など（かっこ内は修了者数）

（１）健康診断の状況 （２）公務災害の発生状況
区　分

定期健康診断

胃がん検診

大腸がん検診

受診者

４50人

90人

421人

受診率

86.4％

17.3％

80.8％

区　分

公務災害

通勤災害

人数

1人

0人

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線２０８）

・新規採用職員研修
・ＣＳ向上研修

・初級職員研修
・上級職員研修
・監 督 者 研 修

・考 課 者 研 修
・人権問題研修会
・メンタルヘルス研修

・通信教育講座

・自 治 大 学 校
・国土交通大学校
・階 層 別 研 修
・特 別 研 修
・人づくりセミナー
・その他各種研修会

（ 28人）
（ 42人）

（ 15人）
（ 7人）
（ 10人）

（ 29人）
（216人）
（211人）

（ 　9人）

（  3人）
（  1人）
（ 68人）
（  5人）
（ 5人）
（ 17人）

・管理監督職研修
・臨 時 職 員 研 修

・中級職員研修
・法制執務研修
・Ｏ Ｊ T 研 修

・人事考課制度研修
 
　

　 　

・市町村アカデミー
・友好都市職員交流研修
・選 択 研 修
・講 師 養 成 研 修
・特別セミナー

（ 42人）
（ 27人）

（ 12人）
（ 13人）
（ 6人）

（ 56人）
 
 

　

（ 10人）
（  2人）
（ 75人）
（  4人）
（ 8人）

国勢調査指導員
予備自衛官補

※上記以外の休業制度はありません。

職員の人事評価の状況2
人事評価の状況

評価期間 4月1日～12月31日　（能力考課）
4月1日～翌年3月31日（実績考課）

被考課者

考課者

評価区分

活用方法

任期付短時間勤務職員・臨時･非常勤職員を除く全職員

被考課者ごとに考課者を定める

実績および能力考課について評価する

職員の処遇、人材育成等

農業（相続など）

職員の退職管理の状況6

平成27年度定年退職者（課長級以上）の再就職の状況

職位 退職者数 再就職者数
再任用 その他（外郭団体など）

再就職先

部長級
次長級
課長級

計

6人
4人
3人
13人

6人
4人
2人
12人

3人
2人
2人
7人

3人
2人
0人
5人

勤務条件に関する措置の要求の状況9

前年度からの
継続件数

平成27年度
要求件数 完結件数 翌年度

継続件数

1件 0件 0件 1件

 該当なし

　滞納整理強化期間実施中

　督促状発送後、１０日を経過した日までに完納しないときは、

「滞納者の財産を差し押さえなければならない」
   と法律で規定されています。

口座振替をご利用ください
　市税は口座振替で納付できます。安心・確実・便利
な口座振替をぜひご利用ください。市内金融機関また
は市役所で申し込みできます。
※ 収納課での申し込み手続きは、キャッシュカードで
もできます。

　市税はコンビニエンスストアで納付できます。休日・
夜間、時間を問わずに納付できますので、ぜひご利用
ください。
　なお、納期限を過ぎた納付書など、取り扱いができ
ない場合がありますので、ご注意ください。

　市税の未納がある方に「行田市納税コールセンター」
から、電話での納付の確認と納付の呼び掛けを行って
います。

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない事情により納付が困
難な方は、早期にご相談ください。
　市役所の通常業務時間内に来庁できない方のため
に、次のとおり納税相談窓口を開設していますので、
ご利用ください。

休日・夜間窓口　
●休日　毎週日曜日の午前8時30分～正午
　　　　※年末年始を除く
●夜間　毎週火曜日の午後5時15分～ 7時
　　　　※祝日および年末年始を除く
●場所　収納課　

▶問い合わせ
　同課収納担当（内線236・237）

差押財産 件数

不動産 　　５件

預貯金 　134件

給与・年金 　　９３件

生命保険 　　41件

所得税還付金 　　 3件

その他（売掛金など） 　　 3件 

合計 ２７９件

コンビニで納付できます

電話での納付確認を実施中

滞納処分の流れ

◎督促状・催告書の発送

◎財産調査

◎差押え

◎取り立て・公売

納期限までに納付がない場合に発送

納期限までに納付がない場合は、勤務先、
金融機関、生命保険会社、取引先、日本年
金機構などに財産調査を実施

財産の差押え

差押えた財産を強制的に取り立てや公売を
して金銭に換え、滞納している税金に充当
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【
事
例
】

　
「
無
料
で
雨
ど
い
を
調
査
し
、
大
雪
に
よ
る
被

害
が
確
認
で
き
た
ら
無
料
交
換
し
ま
す
」
と
い

う
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
た
た
め
、
業
者
に
連
絡

し
調
査
を
依
頼
し
た
。

　
業
者
が
雨
ど
い
を
見
て
「
火
災
保
険
の
申
請

を
す
れ
ば
自
己
負
担
な
し
で
修
理
で
き
る
」
と

言
う
の
で
見
積
り
を
依
頼
す
る
と
、「
他
の
箇

所
も
調
査
し
て
あ
げ
る
」
と
、
い
ろ
い
ろ
不
具

合
箇
所
を
見
つ
け
て
き
て
、
結
局
見
積
り
額
は

合
計
３
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
保
険
金
で
賄
え

る
と
思
い
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
契
約
を
し
た
が
、

後
日
不
安
に
な
り
保
険
会
社
に
問
い
合
わ
せ
る

と
「
老
朽
化
の
部
分
は
保
険
対
象
外
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
保
険
申
請
の
結
果
、
保
険
金
は

８
０
万
円
ほ
ど
下
り
た
が
、
工
事
契
約
額
に
足

り
な
い
の
で
業
者
に
解
約
し
た
い
と
伝
え
た
と

こ
ろ
、
違
約
金
と
し
て
１
０
０
万
円
を
請
求
さ

れ
た
。

　
「
保
険
金
で
家
の
修
理
が
で
き
る
」「
保
険
金
申

請
も
無
料
で
行
う
」
な
ど
と
持
ち
掛
け
ら
れ
住

宅
工
事
を
契
約
し
た
が
、
申
請
し
た
保
険
金
が

適
用
対
象
外
で
支
払
わ
れ
ず
工
事
の
自
己
負
担

金
が
発
生
し
た
、
解
約
を
求
め
た
ら
高
額
な
違

約
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
根
・
床
下
な
ど
の
破
損
箇
所
の
に

せ
の
写
真
（
実
際
に
消
費
者
宅
を
写
し
た
の
で

は
な
く
、
業
者
が
作
成
し
た
写
真
）
を
見
せ

「
早
く
修
理
し
な
い
と
危
険
」
な
ど
と
不
安
を

あ
お
っ
て
不
要
な
工
事
契
約
を
迫
っ
た
り
、
実

在
す
る
保
険
会
社
と
の
関
係
を
に
お
わ
せ
た
勧

誘
を
し
た
り
、
ず
さ
ん
な
工
事
を
し
た
後
連
絡

が
途
絶
え
た
り
し
た
業
者
も
い
ま
す
。
安
易
に

工
事
契
約
し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・ 

業
者
の
言
う
こ
と
を
う
の
み
に
せ
ず
、
す
ぐ

に
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

火
災
保
険
は
本
来
災
害
に
よ
る
損
害
を
補
償

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
経
年
劣
化
は
支
払

い
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
商
品
に

よ
っ
て
は
風
水
害
に
よ
る
損
害
は
補
償
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
保
険
適
用
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
何
が
補
償
さ
れ

る
商
品
な
の
か
を
工
事
契
約
前
に
保
険
会
社

に
自
分
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
は
、
特
定
商
取
引
法

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
契
約
後
、
工
事
後
で
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取
り
消
し
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

本
当
に
工
事
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
複
数

の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
慎
重
に
判
断

し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
行
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

（
市
役
所
内
・
内
線
４
９
５
）ま
た
は
１
８
８

（
近
く
の
公
的
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
）

くらしの
110番

保
険
金
を
使
っ
て
住
宅
修
理

訪
問
勧
誘
に
注
意

　市では、性別に関わりなく、誰もが自ら希望するライフスタ
イルを主体的に選択し、生き生きと暮らせる男女共同参画社会
の実現を目指して、平成24年３月に「第３次ぎょうだ男女共
同参画プラン」を策定しました。平成28年度は、当プランの
中間見直しを検討する年に該当するため、市ではその作業を進
めています。
　このたび、第３次ぎょうだ男女共同参画プラン（改訂版）がま
とまりましたので、市民の皆さんから意見を募集します。

▶募集期間　11月30日㈬まで
▶ 閲覧場所　VIVAぎょうだ、地域づくり支援課、市政情報コー
ナー、南河原支所、コミュニティセンターみずしろ、コミュ
ニティセンター南河原※市ホームページから閲覧可
▶ 意見提出方法　住所、氏名、電話番号を明記の上（様式自由）、
持参、郵送、Ｅメールのいずれかの方法で提出してください。
（月曜日は休館）【持参・郵送】〒361―0032 行田市佐間３
―23―６　行田市男女共同参画推進センター【Ｅメール】
viva@city.gyoda.lg.jp
▶ 提出された意見について　個人を特定できないよう編集し、
概要を公表します。なお、個別に回答はしません。
▶そ の 他　電話や口頭での受け付けは出来ません。
▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

第３次ぎょうだ男女共同参画プラン
（改定版）に対する市民意見募集
（パブリックコメント）を行います 　市では現在、市内の土地の利用状況について現

況調査を行っています。調査は、「職員証」を携帯
した職員が２人１組で行っています。
　なお、土地の利用状況を変更した場合は、税務
課まで連絡をお願いします。

▶問い合わせ　同課資産税担当（内線233）

固定資産税に関する
土地現況調査を行っています

▶雇用期間　平成29年1月12日㈭～ 3月31日㈮
▶勤務時間　午前8時30分～午後5時
▶勤務場所　税務課
▶ 業務内容　市・県民税（住民税）課税事務の補助
（書類整理や簡単なパソコン操作など）
▶募集人員　６人
▶時　　給　860円
▶選考方法　面接の上、選考します。
▶面 接 日　12月15日㈭
▶ 申し込み　市販の履歴書（写真貼付）に必要事項
を記入の上、12月8日㈭までに税務課に持参し
てください。
▶問い合わせ　同課市民税担当（内線231・232）

税務課臨時職員を募集します

　働き方にはいろいろなスタイルがあり、その一つに“起業”があります。起業について知り、興味を持ち、創
業意欲を高め、一歩を踏み出すことを応援します。

▶日時・場所など

ミナ および起業相談会を開催します女性起業応援セミナーおよび起業相談会を開催します女性起業応援セミナーおよび起業相談会を開催します女性起業応援セミナーおよび起業相談会を開催します女性起業応援セミナーおよび起業相談会を開催します女性起業応援セミナーおよび起業相談会を開催します女性起業応援セミナーおよび起業相談会を開催します女性起業応援セミナーおよび起業相談会を開催します

名　称 日　時 場　所 内　　容 講　師 定　員

第1回
セミナー

11月19日㈯
午後1時～4時

VIVA
ぎょうだ
学習室

・起業の心構え
・事業経営の基礎知識
・必要な準備

油井文江さん
(㈱ゆいアソシエイツ代表取締役)

各30人第2回
セミナー

11月26日㈯
午後1時～4時

・売るマーケティング
・財務の基礎知識
・事例研究

吉野太佳子さん
(女性コンサルタントエルズ)

第3回
セミナー

12月3日㈯
午後1時～4時

・資金調達
・事業計画書の作成
・発表、交流会

油井文江さん
(㈱ゆいアソシエイツ代表取締役)

相談会 12月10日㈯
午後1時～4時

VIVA
ぎょうだ
研修室

・セミナー受講者の起業
　フォローアップ

油井文江さん、吉野太佳子さん、
行田商工会議所職員 10人

▶対　　象　起業を目指す女性
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　 ひととき保育（2歳以上の未就学児の保育・無料）を行います。希望される方はセミナー開催の1

週間前までに申し込みください（当日申し込み不可）。
▶申し込み　11月15日㈫までに直接または電話でVIVAぎょうだ（11月7日㈪・14日㈪は休館）
▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

▶日　　時　11月12日㈯午前11時～午後３時　
▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ　
▶ 内　　容　あらかじめ藍染めされたコースターに好
きな型を使って藍色を白く抜く「抜染」を体験します。

▶定　　員　15人（先着順）　
▶費　　用　コースター１枚500円　
▶主　　催　NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク
▶そ の 他　みずしろフェスタ2016会場内で開催　
▶ 申し込み・問い合わせ　同ネットワーク☎552―
1010

藍染めコースター抜染体験

　NPOやサークル団体が日頃の活動成果を発表する
「みずしろフェスタ」を開催します。パフォーマンスや
物品・飲食販売など、楽しい催しが盛りだくさんです。
ぜひお越しください。

▶ 日　　時　11月12日㈯・13日㈰午前11時～午後
4時（展示は、12日午後9時30分まで、13日午前
9時～午後4時）

▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ
▶主　　催　みずしろフェスタ実行委員会
▶ 問い合わせ　同実行委員会事務局（市民活動サポートセ
ンター内）☎598―8616

市民活動サポートセンター開設１周年記念
「みずしろフェスタ2016」を開催します

　ラグビーワールドカップや東京オリンピックなど、今後、
私たちが外国の方々と接する機会はますます増えていきま
す。皆さんも、国際交流イベントを通して世界に目を向け
てみませんか。

▶ 日　　時　12月23日㈮午前10時30分～午後２時30
分（午前10時から受け付け）
▶場　　所　VIVAぎょうだ
▶内　　容　
　【第１部】 午前10時30分：小麦粉を使った料理づくり（鍋

料理とパン）
　【第２部】午後1時30分：音楽鑑賞（フルート演奏他）
　【第３部】午後2時：プレゼント交換
▶ 定　　員　30人（先着順）※第１部のみ（第２・３部は
定員なし）
▶参 加 費　500円（第1部のみ）
▶持 ち 物　プレゼント交換用の品物(500円程度）
▶そ の 他
　・参加費は当日に徴収します。
　・ 第２部からの参加も可能です。直接会場へお越しください。
▶ 申し込み　11月１日㈫～ 12月５日㈪に、電話または氏
名、住所、電話番号、年齢を明記の上、FAXもしくはＥ
メールで地域づくり支援課【ＦＡＸ】556－3083【Ｅメー
ル】chiikizukuri@city.gyoda.lg.jp
▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

国際交流イベント「小麦粉と音楽で
世界と繋がるクリスマス」を開催します



2016.11 市報 ぎょうだ 2021

わらアートまつりを
開催します

　世界最大の「田んぼアート」から出た稲わらを使い制作さ
れる、巨大な「わらアート」の展示を行います。
　巨大な わらアート制作実行委員会では、完成したわらアー
トを披露するため、「わらアートまつり」を開催します。

▶日　　時　11月27日㈰午前10時～午後2時※荒天中止
▶場　　所　古代蓮の里
▶主　　催　巨大な わらアート制作実行委員会
▶そ の 他　 わらアートは、平成29年3月26日㈰まで展示

します。
▶問い合わせ　同実行委員会事務局（商工観光課内・内線382） 写真は昨年のものです

2016 ぎょうだ“夢”まつり
　今年も「ぎょうだ“夢”まつり」を開催します。農産物や花の直
売を行う農業祭ブース、自然環境を学ぶことができる環境ブー
ス、県内外のご当地グルメが集結するご当地グルメブースなど、
さまざまなブースが設けられ、会場を盛り上げます。
　また、ゼリーフライ大食い大会、行田ゼリーフライ選抜総選
挙、行田菓子工業組合によるお菓子のバイキング、オリジナル
足袋のファッションショー「ぎょうだ足袋コレ」などイベントが
盛りだくさんです。

▶日　　時　11月23日㈬午前10時～午後3時※荒天中止 
▶場　　所　産業文化会館前
▶主　　催　ぎょうだ“夢”まつり実行委員会
▶問い合わせ　同実行委員会事務局（商工観光課内・内線382）

第4回ゼリーフライ大食い
大会参加者募集

　ゼリーフライを10分間でどれだ
け食べられるかを競います。  
 ▶ 開催時間　午後0時30分（予定）
▶ 場　　所　会場内メーンステージ
▶ 対　　象　高校生以上
▶ 募集人数　20人（先着順） 
▶ 参 加 費　500円（当日徴収）
▶ 賞　　品　上位3人に賞品を贈呈
▶ 申し込み　11月1日㈫～ 14日㈪に直接または電話で同実
行委員会事務局（商工観光課内・内線382）

昨年の大会の様子

　行田菓子工業組合員15店舗の商品を
食べ比べができる、お菓子のバイキング
に参加しませんか。

▶開催時間　午前11時および午後2時
▶場　　所　産業文化会館エントランス
▶定　　員　各回ともに100人(先着順)
▶参 加 費　1人500円　
▶ 参加店舗　菓子工房オリーブ、金沢製
菓、行田風月堂、さきたま風月庵、シャ
ロン、十万石ふくさや、大徳商会、玉
川屋、秩父家、戸塚煎餅、野中米菓、
花扇、ベルベ、ボンズ、ルーブル

▶ 申し込み　事前に参加店舗へ申し込み
ください。

▶問い合わせ　同組合会長金沢☎559―1663

お菓子のバイキング
参加者募集

　古代蓮を題材にして行われた「蓮まつり俳句・写真コ
ンテスト」の入賞作品が決定しました。作品（俳句は最優
秀賞・特選、写真は特選・入選・佳作）は古代蓮会館内
で展示しています。
　なお、俳句の優秀作品集を同館および商工観光課で配
布しています。

▶展示期間　11月13日㈰まで※月曜日休館
▶入 賞 者（順不同・敬称略）
俳句　最優秀賞　小林紀久夫（草加市）
　　　特　　選　 坂本登女（加須市）、福島一男（鶴ヶ島市）

池田好花（行田市）、下田将希（行田市）
倉上郁衣（太田市）、柳沢紀子（行田市）
平岡正子（海老名市）、北嶋雅之（桶川市）
小川幸義（川越市）、松本百（上尾市）

写真　特　　選　斉藤郁太郎（久喜市）
　　　入　　選　 鈴木篤史（鴻巣市）、福室律子（杉並区）

番場享（久喜市）、坂本たつ江（桐生市）
斎藤実次（深谷市）、早野由香（さいたま市）
山田實（さいたま市）、太田利之（伊奈町）
鈴木清子（さいたま市）、山田信夫（行田市）

▶ そ の 他　古代蓮会館の入館には入館料（大人400円、
小・中学生200円）が必要です。開館時間は午前9時～
午後4時30分（入館は午後4時まで）です。

▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線382）

「蓮まつり俳句・写真コンテスト」
の入賞作品が決定しました

　地方創生包括協定事業およびぎょうだエコノミック
ガーデニング事業の一環としてセミナーを開催します。

▶日　　時　11月29日㈫午後3時～ 5時
▶場　　所　商工センター 403研修室
▶内　　容　
市内の産業紹介
・産業統計からみた主要産業の確認
・各産業における主な市内事業者の紹介
・市内事業者の出荷品、仕入れ品の確認
・ 「これは使える」「これは使ってもらえる」など、自分以
外の市内事業者がどのように事業展開をしているかを
学び、自らの事業をどのように展開していくか研究する
市や商工団体が提供する主な制度および補助金の紹介
・事業所ホームページ立ち上げ事業補助金
・エコノミックガーデニング事業 など
▶対　　象　市内の事業者または起業を目指す方
▶ 主　　催　行田市、行田商工会議所、南河原商工会、
㈱埼玉りそな銀行
▶ 申し込み・問い合わせ　11月21日㈪までに直接、電話、
FAXのいずれかの方法で商工観光課産業振興担当（内
線384）【FAX】553―5063

行田での事業展開の魅力再発見

　ご当地グルメでまちおこし活動をしている団
体が全国から集まるＢ―１グランプリ。今年は、
Ｂ―１グランプリスペシャルと題し、「住みた
いまち・行きたいまち・応援したいまち」をテー
マに、東京お台場・臨海副都心で開催されます。
このたび、行田ゼリーフライ研究会と一緒に、
ボランティアとして行田市をPRしてくださる
方を募集します。

▶期　　日　12月3日㈯・4日㈰　
▶集合・解散　市役所前（大型バスで送迎）
▶内　　容　ゼリーフライの提供の手伝い
▶募集人数　10人程度
▶ 申し込み・問い合わせ　11月15日㈫までに、
同会松井☎080―3150―7282または商工
観光課観光担当（内線382）

Ｂ-１グランプリのボランティア
を募集します

　平成13年4月22日にグランドオープンし、
今年で15年目を迎えた古代蓮会館が、10月4
日に入館者数100万人を達成しました。
　この記念すべき100万人目となったのは橋
本芳一さん（久喜市在住）。工藤市長から100
万人目の認定書と田んぼアートで採れた新米
「彩のかがやき」１俵や古代蓮会館入館招待券
などの記念品の目録を受け取った橋本さんは
「古代蓮会館の100万人目の入館者と聞いて、
大変驚きました。毎年田んぼアートや古代蓮
を見に来ていますが、大きく立派なものだと
いつも感心しています。これからも健康なうち
はまた来たいと思います」と喜びを語りました。

▶ 問い合わせ　都市計画課公園担当（内線5602）
または古代蓮会館☎559―0770

古代蓮会館の入館者数が
100万人を達成しました

古代蓮会館100万人目の入館者となった
橋本芳一さん家族
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さきたま秋祭り

行田市防火安全協会創立60周年記念式典が開催されました

生涯学習ボランティア人財情報バンクにご登録ください

さきたま史跡の博物館 平成29年度
新規ボランティアを募集します

井戸水にも公共下水道の
使用料がかかります

　県立さきたま史跡の博物館では、「県民の日」協賛行事として、
今年も「さきたま秋祭り」を開催します。まが玉づくり、火おこ
しなどの古代体験やオリエンテーリング、市内の特産品（フラ
イ、ゼリーフライ）や県立行田特別支援学校で作成した物品の
販売など、楽しいイベントが盛りだくさんです。
▶日    時　11月14日㈪午前9時～午後4時30分
▶場    所　県立さきたま史跡の博物館（埼玉4834）
▶費    用　 まが玉づくり250円～ 350円、火おこし100円

（1組）※当日先着順
▶そ の 他　当日は入館料が無料となります。
▶問い合わせ　同館☎559―1181

　10月14日、ベルヴィアイトピアで行田市防火安全協会創立
60周年記念式典が開催されました。
　同協会は、本市の掲げる安心安全なまちづくりに賛同し、火災
予防の街頭広報や啓発活動など、さまざまな事業に参加したり、
協賛したりしています。この日の式典では、同協会から市へ車両
の寄贈があり、横田保良顧問から工藤市長へメモリアルキーが手
渡されました。
▶問い合わせ　同協会事務局（消防本部予防課内）☎550―2121

下水道への接続を
お願いします

　下水道が整備された区域で、まだ下水道へ
切り替えていない方は、一日も早く下水道へ
の接続をお願いします。
　くみ取り式トイレは、下水道が利用可能に
なった日から3年以内に下水道に接続する事
が義務付けられています。また、浄化槽を使
用している方は、速やかに下水道に接続して
ください。なお、接続工事は必ず「行田市排
水設備指定工事店」に依頼してください。
▶ 問い合わせ　同課普及促進担当☎564―
0303

　「生涯学習ボランティア人財情報バンク」は、豊かな知識
や貴重な経験を持った市民の皆さんに生涯学習ボランティ
アとして登録していただき、指導者または支援者として活
動していただく制度です。「パソコンが得意」、「外国語が
得意」、「環境の知識が豊富」など皆さんが得た知識・経験・
技能を、市民の学習を支援するために生かしませんか。
▶登録できる方　
　市内在住・在勤・在学で16歳以上の方
▶ 登録方法　ひとつくり支援課で配布している申請書（市
ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入の
上、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法で
提出してください。【持参・郵送】〒361―0052 行田市
本丸2―20 行田市教育委員会ひとつくり支援課【ＦＡＸ】
556―0770【Ｅメール】hito@city.gyoda.lg.jp
▶そ の 他　
　・ 生涯学習ボランティアに登録後は、市民からの要請に
基づいて活動に当たっていただきます。登録されても
すぐに依頼があるとは限りませんので、ご注意くださ
い。

　・ 学習会などを実施した後は、実施報告書を提出してい
ただきます。

▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556―8319

人財情報バンクをご活用ください
　「子ども会や老人会の活動などで指導者を探してい
る」、「友だち同士で勉強会をしたいので講師を探してい
る」。そんな方は、人財情報バンクをご活用ください。
※ 登録されているボランティアの内容は、市ホームペー
ジで掲載している「行田市生涯学習ボランティア人財
情報バンク一覧表」でご確認ください。

▶利用できる方　
　 　生涯学習活動に役立てることを目的として利用する
個人、または団体（原則5人以上）

▶利用方法　
　① ひとつくり支援課で配布している登録情報提供依頼
書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項
を記入の上、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいず
れかの方法で提出してください（宛先は、生涯学習
ボランティア人財情報バンクの登録方法と同じ）。

　② 同課または指導者から依頼者へ電話連絡をします
（日時、会場、指導内容、費用などの詳細は、直接、
指導者と調整してください）。※会場の手配や使用
料は依頼者の負担となります。

　県立さきたま史跡の博物館では、平成29年度に向けて、新
たにボランティアを募集します。この機会に埼玉県が誇る史跡
「埼玉古墳群」で活動してみませんか。
▶期間・時間　平成29年4月1日～平成30年3月31日
　※期間の更新の可能性あり。時間は応相談。
▶内容・募集人員　
　展示解説
　　○内　　容　古墳や国宝展示室などの解説
　　○募集人員　10人
　体験指導
　　○内　　容　まが玉づくりや火おこしなどの体験指導
　　○募集人員　20人
　環境整備
　　○内　　容　古墳公園の整備や草木・樹木の維持管理
　　○募集人員　若干名
　※上記の他に館長が定めた業務を含む。兼務可。
▶応募資格･要件　
　（１）月に2日以上活動できる方
　（２）平成10年4月1日以前に生まれた方
▶ 応募方法　12月11日㈰までに参加申込書（同館窓口で配布
または同館ホームページからダウンロード可）に必要事項を
記入の上、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方
法で提出してください。【持参・郵送】〒361―0025 行田
市埼玉4834 さきたま史跡の博物館　【ＦＡＸ】559―1112 
【Ｅメール】k591111@pref.saitama.lg.jp
▶ そ の 他　報酬、交通費および食費の支給はありません。な
お、社会福祉法人全国社会福祉協議会で行っているボラン
ティア活動保険に加入します（費用は同館負担）。

▶ 問い合わせ　同館☎559―1181

　「浮き城のまち 行田サイクルサポーターズ」は自転車
利用者がより快適に市内を回遊できるようサポートす
る組織として、平成26年6月に発足しました。現在、
市内の自転車販売店をはじめコンビニエンスストア、
小売店、飲食店など、32の店舗が加盟しています。
　サポート内容は、空気入れの貸し出しや観光パンフ
レットの配布、トイレの提供です。興味のある方は気
軽に問い合わせください。
▶ 申し込み・問い合わせ　商工観光課観光担当（内線
389）

　利根導水総合事業所では、平成27年度に引き続き耐震補強工事を行い
ます。平成28年度の工事箇所は上図のとおりです。工事は河川内で行う
ため、大きな洪水が発生しない毎年11月～ 5月が主な工事期間となりま
す。
　工事中は、ご不便をお掛けしますが、皆さんのご理解ご協力をお願い
します。

▶工事期間　11月～平成34年3月（予定）
▶問い合わせ　（独）水資源機構利根導水総合事業所工事課☎557―1501

　家庭や事業所などで井戸水を使用し、この
排水を公共下水道に流している場合、下水道
使用料がかかりますので使用開始届を提出し
てください。また、井戸水の使用者や使用人
数などの変更、使用休止の場合には、速やか
に下水道課までご連絡ください。
　なお、下水道事業は、下水道使用料で運営
されています。公共下水道を使用している方
は、使用料を納入期限内に納入するようお願
いします。
▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

　第60回“浮き城のまち行田”駅伝競走大会に伴い次
のとおり交通規制を行います。
▶日    時　12月4日㈰午前8時30分～ 11時ごろ
▶場    所　総合公園東側道路
▶注    意　
・ 総合公園の駐車場は利用できますが、迂

う
回
かい
をお願い

する場合があります。
・ 車両の乗り入れは極力避け、交通規制および迂回に
ついては役員の指示に従ってください。

・市内循環バスの運行が一部変更となります。
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556―8336

自衛官候補生（男子）
▶受付期間　随時
▶試 験 日　受け付けの際にお知らせします
▶対    象　18歳以上27歳未満の方
自衛官等採用の説明会
▶日    時　 11月20日㈰午前10時～正午、午後1時

～ 3時
▶場    所　 自衛隊埼玉地方協力本部加須募集案内所

（加須市中央1―15―1）
いずれも
▶問い合わせ　 自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務局

☎522―4855

利根大堰などの
耐震補強工事を行っています

浮き城のまち 行田サイクル
サポーターズを募集します

第60回“浮き城のまち行田”
駅伝競走大会に伴う交通規制

自衛官を募集します
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談相種各 （11月15日～12月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

11月22日㈫、12月8日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 11月21日㈪、12月5日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

結婚 VIVAぎょうだ 12月4日㈰　　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚支
援センター☎090―
2416―9692

不動産 市役所 11月16日㈬　　 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 12月14日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

認知症
（予約制）

産業文化会館
2階会議室

11月30日㈬
※ 40歳以上で認知症に対して不安を持っ
ている方またはその家族が対象

※11月28日㈪までに予約が必要です。
午後2時～ 3時30分 高齢者福祉課

（内線278）

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 VIVAぎょうだ 12月14日㈬ 午前10時～午後3時 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 12月4日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 11月22日㈫、12月6日㈫ 午後5時15分～ 7時

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
10月16日㈰  午前9時 0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(晴れ）

今月の納税
固定資産税・都市計画税　・・・・・4期
国民健康保険税 ・・・・・・・・・5期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・5期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・5期

納期限　11月30日㈬
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣
な口座振替をご利用ください。
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さしあげます

ゆずってください

▷ビーチパラソル　▷叙勲用額縁　▷ガスファンヒーター（プ
ロパン用）　▷ミニソファ　▷リクライニングチェアー　▷シ
ングルベッド　▷テレビ台　▷温風ヒーター　▷ポリタンク　
▷アップライトピアノ

▷椅子　▷大人用自転車　▷ミシン(家庭用) 　▷電動芝刈り
機　▷パン焼き器　▷扇風機　▷掃除機　▷キャリーバッグ　
▷電子レンジ　▷全自動洗濯機　▷冷蔵庫　▷介護用ベッド　
▷自転車（男の子用）　▷水槽　▷CDラジカセ

不
用
品
情
報

焼却施設補修に伴い
破砕機の使用を停止します

　小針クリーンセンターでは、11月７日㈪から
11日㈮まで、焼却施設の補修を予定しています。
この期間の破砕機の使用はできませんので、ご
注意ください。

▶ 問い合わせ　鴻巣行田北本環境資源組合☎
559―3641

環境影響評価調査計画書の縦覧
および説明会を行います

　鴻巣行田北本環境資源組合が新たに建設するごみ処理施設に関する
環境影響評価調査計画書の縦覧および説明会を次のとおり行います。
縦覧
▶ 縦覧期間　11月22日㈫～ 12月22日㈭
　※月～金曜日の午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
▶ 縦覧場所　埼玉県環境政策課、中央環境管理事務所、東部環
境管理事務所、鴻巣市環境課、行田市環境課、北本市環境課、
加須市環境政策課、久喜市環境課、※鴻巣市および県のホー
ムページにも掲載

▶ 意見書の提出方法　各縦覧場所に備え付けてある意見書に必
要事項を記入の上、平成29年1月5日㈭までに持参または郵
送により鴻巣市環境課へ提出してください。

　【持参・郵送】〒365―8601  鴻巣市中央1―1 鴻巣市環境課
説明会
▶日　　時　12月3日㈯午前10時30分～ 11時30分
▶場　　所　クレアこうのす大会議室Ａ・Ｂ（鴻巣市中央29―１）
▶ 内　　容　新たなごみ処理施設の建設に伴う環境影響評価調
査計画書の内容について

▶そ の 他　申し込みは不要です。
▶ 問い合わせ　鴻巣行田北本環境資源組合☎501―6708または鴻
巣市環境課☎541―1321

行田さくらロータリークラブが
観光レンタサイクルを寄贈

　10月11日、バスターミナル観光案内所で行田さくら
ロータリークラブ（五十幡和彦会長）による観光レンタサ
イクル寄贈式が行われました。
　このたび、市の進めるポタリングのまち構想に賛同
した同クラブが観光レンタサイクル10台を市に寄贈。
五十幡会長は「地形が平坦な行田市はポタリングに最適
なので、行田市を訪れた方にはぜひ自転車で市内の観光
スポットを巡ってほしい」と話しました。

▶問い合わせ　 同クラブ☎564―3000または商工観光課
観光担当（内線382）

寄贈式には行田さくらロータリークラブの会員と工藤市長が参加

埼玉県最低賃金が改定されました
　埼玉県最低賃金が10月1日から時間額845円に改定
されました。埼玉県最低賃金は、県内全ての労働者とそ
の使用者に適用されます。
※ 産業によって、特定（産業別）最低賃金が定められてい
るものがあります。

▶問い合わせ　埼玉労働局賃金室☎048―600―6205ま
たは行田労働基準監督署☎556―4195

ごみゼロ運動を実施します
　生活環境の美化を図るため、全市民参加の市内一斉清
掃（ごみゼロ運動）を行います。各地区衛生協力会会員の
皆さんのご協力をお願いします。

▶日　　時　11月20日㈰午前８時～ 10時
　　　　　　※ 悪天候の場合は27日㈰に実施します。ま

た、悪天候などにより中止する場合は午
前６時30分に防災行政無線でお知らせ
します。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

平成28年分青色決算説明会
などのお知らせ

　青色決算書などの作成方法や作成に当たっての注意点
などについて、次のとおり説明会を開催します。

▶注　　意　・ 各決算説明会では消費税およびマイナン
バー制度についての説明も行います。

　　　　　　・ 加須市内や羽生市内でも決算説明会を開
催しています。詳しくは、行田税務署ま
で問い合わせください。

▶問い合わせ　 行田税務署個人課税第一部門☎556―
2121（自動音声案内で2番を選択）

対　　象 日　　時 場　　所

営業所得および不
動産所得を有する
青色申告者

12月9日㈮
午後2時～４時

中央公民館第1学習室
（「みらい」内）

営業・不動産・農
業所得を有する白
色申告者

12月9日㈮
午前10時～正
午

中央公民館第1学習室
（「みらい」内）
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前７時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につな
がります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　   【日曜日、祝日】午前9時～午後10時30分

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

11月20日（日) 壮幸会行田総合病院 12月 4日（日)) 壮幸会行田総合病院

11月23日（水) 壮幸会行田総合病院 12月11日（日)) 清幸会行田中央総合病院

11月27日（日) 清幸会行田中央総合病院   
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在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　11月25日㈮　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

日曜がん検診（要申し込み）
　今年度にまだ受診していない方はぜひ申し込みくだ
さい。場所はいずれも保健センターです。費用などは
保健センターへ問い合わせください。

※ただし、乳がんは昨年度市の検診を受診していない方

乳幼児健診
健 診 名　 １歳６カ月児健診、２歳児歯科健診、３歳

児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　 11月15日㈫、12月12日㈪午前9時30

分～ 11時
対　　象　就学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 12月1日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 5カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（中期）（要申し込み）
日　　時　 12月2日㈮午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　7～ 8カ月のお子さんとその保護者

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康

赤ちゃんクラス
　4カ月児健診を受診する際に必要な受診票の配布、健診
の受診方法、予防接種や育児に関する説明などを行います。

日　　時　 11月30日㈬午前10時30分～ 11時30分
　　　　　（午前10時から受け付け）
場　　所　保健センター
対　　象　 平成28年9月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
　　　　　※ 平成28年10月1日生まれ以降のお子

さんがいる方は、3月に世帯配布した「保
健センターのお知らせ」をご覧ください。

そ の 他　申し込みは不要です。

11月14日は「世界糖尿病デー」
～やってみよう、薬局でお手軽カンタン糖尿病リスク測定！～

　現在、20歳以上の国民の約5人に1人は糖尿病か糖尿病予備群といわれています。糖尿病は、自覚症状がない
ままに進行していく恐ろしい病気です。そのため、早期に発見し、治療へつなげることが大切です。市内の次の
薬局では、糖尿病にかかるリスクが簡単に測定できます。各薬局の窓口に用意してある申込用紙に必要事項を記
入し、測定を受けてください。

糖尿病リスク測定ができる薬局

期　　日 受付時間 検診内容 対　　象

11月20日㈰ 午前8時30時
～10時

肺がん
胃がん
大腸がん

40歳以上

12月 4日㈰ 午後0時30分
～1時30分

乳がん
肺がん
大腸がん

40歳以上
の女性
（※）

ママ・パパ教室
　これからママ･パパになる方を対象に、楽しく友達
をつくりながら、子育てについての教室を行っていま
す。ぜひご参加ください。

日　　時　 12月13日㈫午後1時15分～ 4時（午後1
時から受け付け）

場　　所　保健センター　　
内　　容　 妊娠中の栄養の話、沐

もくよく
浴実習、フリートーク

対　　象　妊婦とその家族　
定　　員　16人(先着順)
注　　意　 安定期に入った妊娠中・後期（16週～ 34週）

の参加をお勧めします。
申し込み　 12月9日㈮までに直接または電話で保健

センター

犬の飼い主のみなさん
ルールやマナーを守りましょう

　狂犬病予防法により犬の飼い主には次のことが義務
付けられています。
○飼い犬の登録をすること（生涯に1回）
○狂犬病予防注射をすること（毎年1回）
○ 登録時に交付される「鑑札」（1頭3,000円）、狂犬病
予防接種時に交付される「狂犬病予防注射済票」（1
頭550円）を首輪にすること

　※ 「鑑札」「狂犬病予防注射済票」は保健センターで
交付しています。

あなたのマナーは大丈夫ですか
　飼い主と飼い犬が心地よく社会に受け入れられるた
めには、犬に適切なしつけを行い、周囲の方に迷惑を
かけないことが重要です。次のマナーを必ず守りま
しょう。
○犬のふんは持ち帰りましょう
○引き綱につないで散歩しましょう
○ 犬のおしっこを他人の家の塀や門などにさせないよ
うにしましょう

○次の場合は保健センターへ届け出をしましょう
　・犬が亡くなったとき（死亡届）
　・ 犬の所有者や所在地などに変更があったとき（登

録事項変更届）

ウェルネスセミナー
  「みんなの食育アカデミー
　　  ～食事があなたの未来を変える～」
日　　時　11月28日㈪午後2時～ 3時30分
場　　所　商工センター 401研修室
内　　容　 栄養士の講話および大塚製薬社員による

講話「運動後の栄養摂取のタイミングの重
要性」

定　　員　50人（先着順）
参 加 費　無料
申し込み　 11月4日㈮～ 22日㈫に直接または電話

で保健センター

薬局名 所在地 電話番号

かもゐ漢方薬局 行田8―5 556―2209

さくらヶ丘調剤薬局 小見1399―6 553―5211

トーア薬局 長野1263―7 556―1402

土橋薬局 桜町2―25―13 556―2226

パルシィー薬局行田長野店 長野2―29―38 556―4193

フジイ薬局 若小玉111―1 554―5482

ふじみ薬局 富士見町2―3―8 564―1616

フレンド薬局 宮本16―24 501―8661

ミキ薬局埼玉行田店 佐間1―27―3 555―3191

よつば薬局 富士見町2―1―12 552―1193

薬局アポック行田店 富士見町2―17―1 564―1200

ファーコス薬局行田 佐間2―16―36 550―1007

▶内　　容　指先から採取したごくわずかな血液を測定
装置に入れて、約3分で測定できます。これにより、糖
尿病と密接な関係にある血液中のHbA1c（ヘモグロビン・
エーワンシー）の値を測定します。HbA1cは糖尿病を判
定する基準の一つです。

HbA1cの値 判　　　定

5.6～5.9 将来糖尿病を発症するリスクが高い
薬剤師や保健センターへ相談することをお勧めします

6.0～6.4 糖尿病の可能性を否定できない
できるだけ早く医療機関へ受診することをお勧めします

6.5以上 糖尿病が強く疑われる
直ちに医療機関へ受診することをお勧めします

▶費　　用　1回500円
▶そ の 他　年間の測定回数に制限はありませんが、抗血
栓薬の服用や出血性疾患のある方は測定できません。未成年
が測定を希望する場合は、親権者の同意が必要となります。



2016.11 市報 ぎょうだ

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　11月1日㈫・7日㈪・14日㈪・21日㈪
　　　　　・28日㈪・30日㈬、12月5日㈪・12日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・ 世界の美しい野生ネコ　フィオナ・サンクイスト，
メル・サンクイスト／著，テリー・ホイットテイカー
／写真，山上佳子／訳，今泉忠明／監修
・ねこのとけい　岩合光昭／著
・ねこねこキッチン　稲熊由夏，山本ちかこ／著
・ブーちゃん　藤城清治／絵・文
・ ねこまつりのしょうたいじょう　いとうみく／作，
鈴木まもる／絵
・10ねこ　岩合光昭／作

新  着  図  書～ねこ好きのあなたへ～

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ ビリギャル　学年ビリ
のギャルが1年で偏差
値を40上げて慶應大
学に現役合格した話
・ ABシ～ナモン　えいご
であそぼ！＆えいごでは
なそう! 

・嫌な女

＜CD＞
・ ズートピア オリジナ
ル・サウンドトラック

・SUPER Very best 
　（V6）
・COSMIC EXPLORER
　（Perfume）
他8点

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

11月20日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

11月26日㈯午前11時 おはなしタンバリン

12月3日㈯午後2時 おはなしの会

12月10日㈯午後2時 おはなしポケット

とことこおはなし会
11月16日㈬、12月14日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネ
ルシアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員が実施

てくてくおはなし会 12月4日㈰
午前11時～11時30分 絵本や紙芝居など ４歳児ぐらい～小学生

英語のおはなし会 12月11日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本
の読み聞かせ

幼児・小学生

ハートイングリッ
シュスクール

子ども映画会 11月19日㈯午後2時 ねこざかな 図書館職員が実施

ブックスタート 11月16日㈬・23日㈬
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、
育児のアドバイス、
絵本セットの手渡し

平成28年5月1日～
7月31日生まれのお
子さんとその保護者
※母子健康手帳を必
ずお持ちください。

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム
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新着DVD・新着CD

　絵本や小説など多様なジャンルの作品に音楽や映像
を織り交ぜ、味わい深い朗読会を開催します。黙読と
は一味違う言葉のリズムを、ぜひお楽しみください。

日　　時　11月15日㈫午後1時30分～ 3時30分
場　　所　中央公民館第1学習室（「みらい」内）
内　　容　
・「忍緒（『髪かざり』より）」山本周五郎/著　新潮社
・「ニューワと九とうの水牛」小野かおる/文・絵　
　福音館書店
・「昔、過保護　今、放し飼い（『強いおばさん弱いお
　じさん』より）」小川有里/著　毎日新聞出版　他
定　　員　80人
協　　力　行田朗読の会
申し込み　直接または電話で同館

大人のための朗読会

　レファレンスサービスとは、「行田市史という本はあ
るか」、「俳句に関する本はあるか」、「足袋について知り
たい」など、あなたの「調べる」を図書館職員が図書館
の資料を使って手伝うサービスです。お気軽にご利用
ください。

レファレンスサービスをご存じですか
～ 31万冊の本からお調べします～

　ボランティアとして読み聞かせの経験の無い方また
は経験の浅い方のために、基礎的技術や知識を学ぶ講
座です。これから読み聞かせを始めたいという方は、
ぜひご参加ください。

日　　時　11月25日㈮、12月22日㈭、平成29年1
月26日㈭、2月23日㈭（全4回）午前10時～正午
【発表会】平成29年2月26日㈰
場　　所　第1回は中央公民館第1学習室（「みらい」
内）、第2回以降は同第2学習室、発表会は図書館お
はなしの部屋
講　　師　吉田優子さん、鷲見優子さん（浦和子ども
の本連絡会）
対　　象　次の全てに該当する方
・ボランティア活動希望の方
・4日間の講座と発表会に参加できる方
・市内在住の方
定　　員　20人
申し込み　直接または電話で同館

読み聞かせボランティア養成講座（初級）

　16ミリフィルムならではの味わいのある昭和の記
録映像やアニメーションを楽しみませんか。
日　　時　11月23日㈬午後2時
場　　所　中央公民館2階映像ホール（「みらい」内）
定　　員　80人（先着順）

16ミリフィルム特別映写会

　お気に入りのぬいぐるみを1日だけ図書館にお泊ま
りさせてみませんか。一緒に読み聞かせに参加した後
にぬいぐるみたちを預かります。図書館でぬいぐるみ
たちはどんな生活をするのでしょう。
日　　時　12月3日㈯午後4時集合、4日㈰午前11
時お迎え
場　　所　図書館ミーティングルーム
定　　員　10人（定員を超えた場合は抽選。参加が決
定した方には11月25日㈮までにお知らせします）
申し込み　11月15日㈫～ 20日㈰に直接または電話
で同館

ぬいぐるみお泊まり会を開催します

第19回公募行田市美術展の作品を募集します
▶日　　時　平成29年2月9日㈭～ 12日㈰
　　　　　　午前9時30分～午後4時30分（12日は午後4時まで）
▶場　　所   「行田グリーンアリーナ」サブアリーナ
▶応募資格    市内および近隣市町に在住、在勤、在学の方（学生は15～ 18歳の高等学校もしくは高等専門

学校に在籍する方とし、19歳以上の学生は一般扱いとします）
▶種目・作品規格　
　　　　　　①【絵画】日本画、洋画（油絵・水彩）、版画※8号以上60号以内、額装（ガラス不可）　
　　　　　　②【彫刻】体積100㎝ ×100㎝ ×200㎝以内、重量100㎏以内、ケースは使用しない　
　　　　　　③【工芸】壁面作品は横幅200㎝以内（壁面作品・帯・着物などは付属品も持参）
　　　　　　④【 書 】 170㎝×60㎝以内（縦横自由）または91㎝ ×91㎝以内、額装または枠張もしくは軸

装（ガラス不可）　
　　　　　　⑤【写真】〔一般〕〈単写真〉Ａ3ノビ以上全紙以内
　　　　　　　　　　　　　　 〈組写真〉65㎝ ×95㎝以内（デジタルアート可、ガラス不可）
　　　　　　　　　　　〔学生〕〈単写真〉Ａ4以上Ａ3ノビまで
　　　　　　　　　　　　　　 〈組写真〉65cm×95cm以内（デジタルアート可、ガラス不可）
▶出 品 料　1点につき【一般】2,000円【学生】1,000円（同種目の2点目からは半額）
▶搬　　入　平成29年2月5日㈰午前10時～午後2時
▶搬　　出　平成29年2月12日㈰午後4時～ 5時
▶主　　催　 行田市美術家協会、行田市教育委員会、（公財）行田市産業・

文化・スポーツいきいき財団
▶後　　援　行田市、行田市文化団体連合会
▶注　　意　作品は未発表の創作作品に限ります。
▶問い合わせ　 行田市美術展実行委員会事務局（産業文化会館内）☎556

―6371
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　10月２日、星河地区青少年育成会を中心としたボランティアにより
総合公園および隣接道路で花の植栽活動が行われました。
　この日は、小・中学生とその保護者ら約１１０人が参加。市内の花生
産農家の指導を受けながら、道路脇にガザニア、行田グリーンアリー
ナ階段部分にナデシコなどの苗やチューリップの球根を丁寧に植え
ていきました。２時間にわたり作業を行った参加者は、華やかになった
道路や階段花壇の様子を見て、満足そうな表情を浮かべていました。

　10月2日、北河原公民館で北河原家庭教育学級「おやこで作ろ
うゼリーフライ」が行われました。
　行田ゼリーフライ研究会会長の松井秀二郎さんの指導のもと、
北河原小学校の11人の児童が保護者らと一緒にゼリーフライ作
りに挑戦。力を込めて材料を混ぜ合わせ、小判型に形を整えた後、
油で揚げてウスターソースにくぐらせると、辺りは食欲をそそる香
ばしい匂いが漂いました。参加者らは、少し不ぞろいでも楽しさ
が詰まった熱々のゼリーフライをおいしそうに頬張っていました。

階 段や道路を花でいっぱいに

親 子で楽しくゼリーフライ作り

　９月24日、バリアフリーウォッチング２０１６＆交通アクセス埼玉ｉｎぎょ
うだが市役所周辺で開催されました。
　商工センターで行われた開会式では、動画「坂のないまち」が公開さ
れ、これまでにない車いす目線の観光案内に会場が盛り上がりました。
その後、参加者は忍城を中心に歴史をさぐるコース、忍町アートギャラ
リーをめぐるコース、蔵めぐりとグルメ探訪コースの３コースに別れて
市内を散策。行田の街並みを楽しみながら、歩道の段差やスロープの
勾配、点字ブロックの状態を確認し、改善点を報告し合いました。

誰 もが観光を楽しめる街に向けて改善点を確認

バリアフリーウォッチング２０１６＆交通アクセス埼玉ｉｎぎょうだ

おやこで作ろうゼリーフライ

　10月15日、「みらい」文化ホールで第14回北埼玉地区「みんな笑顔で人権
ふれあいまつり」が開催されました。
　午前は、人権作文や障害者差別を題材とした劇の発表、午後はにしゃんた
さんによる講演「違いを楽しみ、力にかえる～多文化共生“新”時代～」が行
われました。講演ではスリランカ出身のにしゃんたさんが、日本での生活や
文化について触れながら、他者との違いを取り入れることが自身の成長に
つながるということをユーモアたっぷりに語りました。来場者は、イベントを
楽しみながら改めて人権問題について関心を深めることができたようです。

人 権問題について関心を深めるきっかけに

みんな笑顔で人権ふれあいまつり
写真館

GYODA CITY PHOTO STUDIO
●　●　●

　10月16日、古代蓮の里東側の水田で、約５００人が参加
し、田んぼアートの稲刈り体験が行われました。
　参加者は慣れない作業に苦戦しながらも、一束一束丁
寧に刈り取り、秋晴れの空の下、心地よい汗を流しました。
後日、田植え・稲刈り参加者に配布される背景部分の「彩の
かがやき」を刈り取ったことで図柄部分が浮かび上がり、立
体的な田んぼアートに進化しました。11月14日まで楽し
めますので、ぜひ古代蓮会館展望室からご鑑賞ください。

　10月８日、市内観光拠点を巡る「観光ポタリングイベント　
忍城おもてなし甲冑隊と行きまする！」が開催されました。
　この催しは、忍城おもてなし甲冑隊の正木丹波守と観光拠
点に設置されたチェックポイントを自転車で巡り、スタンプラ
リーを楽しむというもの。参加者は忍城址で甲冑隊の演舞を
見た後、忍川・旧忍川沿いのサイクリングロードを中心とした
約18キロメートルのコースを走り、秋の行田の風景を満喫し
ました。

大 会記録の更新を目指して

田 んぼアートが立体的に

ポ タリングで秋の行田の風景を満喫

第62回行田市小学校連合運動会

田んぼアートの稲刈り体験

　９月25日、教育文化センター「みらい」東側にある諏訪山遺跡で
遺跡見学会が行われました。
　今年５月から発掘調査をしている諏訪山遺跡では、これまでに古
墳時代の古墳や住居跡、縄文時代の住居跡などが発見されていま
す。この日は、約２００人が集まり、市文化財保護課職員の説明を聞
きながら、発掘現場を見学しました。参加者は当時の住居の構造
や風習、出土した土器についての解説に耳を傾けたり、質問を交え
たりしながら、約４,５００年前の風景に思いをはせているようでした。

４ ，５００年前にタイムスリップ

諏訪山遺跡 遺跡見学会

観光ポタリングイベント　忍城おもてなし甲冑隊と行きまする！

　10月５日、第62回行田市小学校連合運動会が総合公園で
行われ、市内小学校の全６年生が出場しました。
　大会では１，０００メートル走やボール投げ、60メートルハー
ドル走など個人競技６種目と４００メートルリレーを実施。参加
した選手たちは、見守る仲間や観客からの声援を背に、記録
の更新を目指して真剣な表情で競技に取り組んでいました。

花の植栽活動



広　場

　
昭
和
40
年
に
創
業
し
た
駒
見
商
店
は
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
・
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
袋
や

フ
ィ
ル
ム
を
中
心
と
し
た
包
装
資
材
全
般

の
製
造
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
専
務
取
締

役
の
駒
見
行
彦
さ
ん
は
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

サ
ー
ビ
ス
に
こ
だ
わ
り
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
規

格
ま
で
お
客
さ
ま
の
要
望
に
合
わ
せ
た
も

の
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
袋
の
大
き
さ
は

幅
・
長
さ
共
に
ミ
リ
単
位
で
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
、
形
状
も
手
提
げ
型
や
チ
ャ
ッ
ク
付

き
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
同

社
の
主
力
商
品
は
、
10
年
前
に
工
場
を
新

設
し
て
か
ら
常
時
50
種
類
以
上
を
そ
ろ
え

る
「
台
形
ス
リ
ー
ブ
」「
ポ
リ
Ｖ
カ
ッ
ト
花

袋
」
と
い
っ
た
鉢
物
生
花
用
の
包
装
資
材
。

こ
れ
は
鉢
植
え
を
出
荷
す
る
際
に
、
葉
や
茎

が
絡
ま
っ
た
り
痛
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
保

護
す
る
も
の
で
、
市
内
で
同
社
し
か
製
造
し

て
お
ら
ず
、
出
荷
シ
ー
ズ
ン
時
に
は
一
日
約

５
万
枚
も
生
産
す
る
そ
う
で
す
。
他
に
も
金

魚
す
く
い
に
使
わ
れ
る
ひ
も
付
き
袋
な
ど
、

一
般
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
も
と
よ
り
顧
客
の

特
殊
な
ニ
ー
ズ
を
か
な
え
る
商
品
展
開
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
包
装
資
材
と
併
せ
て
10
年
前
か
ら

手
掛
け
て
い
る
の
が
、
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
製
造

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
か
ら
印
刷
ま
で
一
貫
し
て

自
社
で
行
っ
て
お
り
、
品
名
や
品
質
表
示
な

ど
一
般
的
な
ラ
ベ
ル
か
ら
商
品
ロ
ゴ
の
よ
う

な
広
告
と
し
て
の
ラ
ベ
ル
ま
で
幅
広
く
対

応
。
企
業
や
商
店
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
か
ら

も
注
文
を
受
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
包
装

資
材
と
セ
ッ
ト
で
販
売
で
き
る
点
も
他
社
に

は
無
い
強
み
で
、
実
際
に
市
内
の
足
袋
製
造

業
者
で
は
商
品
を
入
れ
る
袋
と
サ
イ
ズ
を
表

記
す
る
ラ
ベ
ル
を
併
せ
て
採
用
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
今
年
、
新
た
に
ボ
ト
ム
シ
ー
ル
加
工
の
機

械
を
導
入
し
た
同
社
。「
今
後
は
新
し
い
機

械
で
生
産
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新

商
品
の
開
発
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
で

す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
て
、

ハ
ロ
ウ
ィ
―
ン
に
使
う
仮
装
用
マ
ン
ト
な
ど

の
パ
ー
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
と
い
っ
た
新
た
な
商

品
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
駒
見
さ
ん

は
こ
れ
か
ら
の
構
想
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
確
か
な
実
績
を
積
み
重
ね
な
が

ら
、
新
た
な
商
品
開
発
を
続
け
る
同
社
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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埼
玉
県
が
県
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
「
身
近
な
女
性
や
憧
れ
の
女
性
に
食
べ
て
も
ら
い

た
い
メ
ロ
ン
パ
ン
」
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。

３
４
０
点
も
の
応
募
の
中
か
ら
、
西
小
学
校
６
年
の
駒

野
真
子
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
選
ば
れ
、
こ
の
た
び
山
崎

製
パ
ン
株
式
会
社
埼
玉
工
場
に
よ
り
「
ハ
ム
＆
チ
ー
ズ

風
味
メ
ロ
ン
パ
ン
」
と
し
て
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
駒
野
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
、〝
忙
し
く
働
く

女
性
〞。
お
や
つ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
軽
食
と
し
て

も
食
べ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
考
案
し
ま
し
た
。

「
甘
い
メ
ロ
ン
パ
ン
を
さ
ら
に
甘
く
す
る
の
で
は
な
く
、

塩
気
の
あ
る
生
ハ
ム
を
使
い
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
挟

む
こ
と
で
味
の
調
和
を
取
り
ま
し
た
」
と
工
夫
し
た
点

を
語
り
ま
す
。
商
品
化
に
当
た
り
、
衛
生
上
の
理
由
か

ら
生
ハ
ム
で
は
な
く
通
常
の
ハ
ム
が
使
わ
れ
ま
し
た
が

「
お
い
し
く
完
成
し
ま
し
た
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
ま

す
。

　
発
売
に
先
駆
け
て
上
田
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
際
に

は
、
目
の
前
で
知
事
が
メ
ロ
ン
パ
ン
を
頬
張
り
「
甘
さ

と
塩
味
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
お
い
し
い
ね
」
と
褒
め

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
10
月
１
日
の
発
売
日

に
近
所
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
場
に
並
ぶ
メ

ロ
ン
パ
ン
を
見
た
時
の
こ
と
を
「
最
初
は
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
駒
野
さ
ん
。「
近
所
の
人
や
学

校
の
友
達
な
ど
か
ら
『
食
べ
た
よ
。
お
い
し
か
っ
た

よ
』
と
い
う
感
想
を
聞
い
て
、
次
第
に
実
感
が
湧
い
て

き
ま
し
た
」
と
話
し
、「
た
く
さ
ん
の
方
が
一
緒
に
喜

ん
で
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
駒
野
さ
ん
は
普
段
か
ら
自
分
の
考
え
を
絵
や

工
作
な
ど
で
表
現
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
昨
年

は
県
が
主
催
し
た
第
５
回
ア
イ
デ
ア
弁
当
コ
ン

テ
ス
ト
で
い
ろ
い
ろ
な
お
か
ず
が
入
っ
た
「
彩さ

い

の
国
い
ろ
ど
り
弁
当
」
を
発
案
し
、
１
位
の
埼

玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。「
将
来
は
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興

味
を
持
ち
挑
戦
し
て
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
商
品
は
11
月
末
ま
で
関
東
近
郊

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
販
売
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社駒見商店
オーダーメイドにこだわった包装資材を提供
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ア
イ
デ
ア
メ
ロ
ン
パ
ン
が
商
品
化

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

駒
野 

真
子 

さ
ん
（
持
田
・
11
歳
）

めましてはじ ○ 11月1日㈫～30日㈬に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、12月2日㈮午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

古
川 

さ
く
ら 

ち
ゃ
ん （
棚
田
町
）

平
成
27
年
11
月
6
日
生
ま
れ

父
・
勇
太
さ
ん
　
母
・
恵
里
花
さ
ん

「
す
く
す
く
元
気
に

 

育
ち
ま
す
よ
う
に
。」

荒
木
　
陽ひ
な
た向 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
27
年
11
月
6
日
生
ま
れ

父
・
清
孝
さ
ん
　
母
・
由
加
理
さ
ん

橋
本
　
渉し
ょ
う
へ
い平 ち

ゃ
ん （
持
田
）

平
成
27
年
11
月
23
日
生
ま
れ

父
・
幸
治
さ
ん
　
母
・
友
紀
子
さ
ん

「
た
く
さ
ん
笑
っ
て

 

大
き
く
な
あ
れ
♡
」

「
元
気
い
っ
ぱ
い

 

大
き
く
な
〜
れ
！
」

内
田
　
柚ゆ
ず
は羽 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
27
年
11
月
11
日
生
ま
れ

父
・
実
さ
ん
　
母
・
由
紀
子
さ
ん

「
元
気
に
ニ
コ
ニ
コ
　

 

大
き
く
な
〜
れ
♡
」

一
之
瀬 

七な
な
み海 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
27
年
11
月
12
日
生
ま
れ

父
・
政
至
さ
ん
　
母
・
由
里
子
さ
ん

木
元
　
美み
さ
き咲 

ち
ゃ
ん （
中
里
）

平
成
27
年
11
月
24
日
生
ま
れ

父
・
秀
和
さ
ん
　
母
・
有
子
さ
ん

「
兄
妹
仲
良
く
♡
元
気
よ
く
♡
」

「
可
愛
い
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
す
♡
」

★★★ 平成27年 11月生まれ のおともだち ★★★

平成28年1月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役　駒見 清蔵
【事業内容】 包装資材製造・販売・卸売
【住所】 忍２―12―４
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▼
日
時
　
12
月
11
日
㈰
午
後
２
時　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
工
作
室　
▼

対
象
　
40
歳
～
55
歳
の
独
身
の
方　

▼
定
員
　
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　【
男
性
】
３
千
円
【
女

性
】
２
千
円　

▼
申
・
問
　
11
月

30
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
明
記
の

上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行

田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
０

―
３
１
３
１
―
８
３
５
６
【
Ｅ

メ
ー
ル
】giyoudakextukon@

gm
ail.com

▼
日
時
　
11
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民

館　

▼
曲
目
　「
月
の
沙
漠
」「
大
阪

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」「
あ
ゝ
上
野
駅
」

「
夫
婦
春
秋
」「
こ
こ
に
幸
あ
れ
」「
舟

唄
」「
津
軽
の
ふ
る
さ
と
」
他　
▼
入

場
無
料
　
▼
主
催
　
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ

ン
ド
ポ
コ
ア
ポ
コ　
▼
後
援
　
行
田

市
教
育
委
員
会

▼
問
　
馬
場
☎
５
５
９

―
４
９
３
４

大
人
え
ん
む
す
び
２
０
１
６

ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド　
ポ
コ
ア
ポ
コ

第
６
回
定
期
演
奏
会

▼
日
時
　
11
月
29
日
㈫
午
後
1
時

30
分
～
４
時
（
午
後
１
時
か
ら
受
け

付
け
）　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
」
研
修
室　
▼
内
容
　
松

浦
茂
樹
さ
ん
（
元
東
洋
大
学
国
際
地

域
学
部
教
授
他
）
に
よ
る
講
演
「
水

と
闘
う
忍
領
の
人
々
～
行
田
市
周
辺

（
忍
領
）
の
治
水
・
利
水
の
歴
史

～
」　
▼
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着

順
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
同
大
学

同
窓
会
伊
東
☎
５
５
６
―
１
７
８
８

▼
日
時
　
12
月
2
日
㈮
午
後
2
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
三
遊
亭
究
斗
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
キ
ュ
ー
ト
な
生
き
方
！
」　

▼
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼

入
場
無
料
　
▼
申
　
公
益
社
団
法
人

行
田
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
11
月
21
日
㈪
（
必

着
）
ま
で
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同

法
人
事
務
局
（
商
工
セ
ン
タ
ー
内
）【
Ｆ

講
演
会
・
講
座

行
田
市
民
大
学
同
窓
会

定
期
講
演
会

行
田
法
人
会　
健
康
講
座

▼
日
時
　
11
月
25
日
㈮
～
12
月
1
日

㈭
の
各
店
舗
の
営
業
時
間　
▼
場
所
　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
行
田
支
店
か
ら
半

径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
エ
リ
ア

に
あ
る
店
舗
な
ど　
▼
内
容
　
地
元

作
家
の
ア
ー
ト
作
品
多
数
展
示
。
牧

禎
舎
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
音
楽
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
。　

▼
入
場

無
料
　
▼
問
　
忍
町
ア
ー
ト
化
作

戦
実
行
委
員
会
野
本
☎
０
９
０
―

７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　
11
月
27
日
㈰
、
12
月
25
日

㈰
【
1
回
目
】
午
前
11
時
15
分
【
2

回
目
】
午
後
2
時
15
分
※
雨
天
中
止　

▼
場
所
　
忍
城
址　
▼
出
演
　
潮
崎

ひ
ろ
の
、
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　

▼
観
覧
無
料
　
▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ

企
画　
▼
問
　
同
企
画
☎
５
５
４
―

０
７
８
９

▼
日
時
　
12
月
４
日
㈰
午
前
９
時
開

始　
▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
2
集

会
所
（
馬
見
塚
９
１
３
）　
▼
主
催
　

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
＃
66
、
67

星
川
の
清
掃
活
動
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
の
観
察
会

～
中
学
生
】
１
千
円
【
高
校
生
以

上
】
１
千
５
０
０
円　
▼
主
催
　
行

田
お
や
こ
劇
場　
▼
後
援
　
行
田
市

教
育
委
員
会　
▼
申
・
問
　
11
月
25

日
㈮
ま
で
に
電
話
で
行
田
お
や
こ
劇

場
事
務
局
☎
０
９
０
―
３
８
１
６
―

５
３
７
４

▼
日
時
　
11
月
27
日
㈰
午
後
２
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼

曲
目
　「
混
声
合
唱
組
曲
『
心
の
四

季
』」「
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
」

「
わ
ら
べ
唄
」
他　

▼
入
場
無
料
　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
合
唱
連
盟
、（
公
財
）
行
田
市

産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き

財
団
他　
▼
問
　
鈴
木
☎
５
５
９
―

１
６
４
０

▼
日
時
　
11
月
20
日
㈰
午
後
２
時
開

会　
▼
場
所
　
桜
ヶ
丘
小
学
校
体
育

館　

▼
曲
目
　「
光
と
風
の
四
季
」

他　
▼
出
演
　
埼
玉
県
警
察
音
楽
隊　

▼
入
場
無
料
　
▼
持
ち
物
　
上
履
き　

▼
主
催
　
桜
ヶ
丘
公
民
館　

▼
問
　

同
館
☎
５
５
６
―
６
５
０
０

行
田
フ
ロ
イ
デ

第
６
回
演
奏
会

第
２
回
音
楽
鑑
賞
会

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈪
午
後
０
時
20

分
～
０
時
50
分　
▼
場
所
　
市
役
所

玄
関
ロ
ビ
ー　
▼
出
演
　
行
田
音
楽

家
協
会　
▼
問
　
改
革
推
進
室
（
内

線
３
２
７
）

▼
日
時
　
11
月
15
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
▼
場
所
　
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー　

▼
参
加
費
　
親
子
1
組

３
０
０
円
（
子
ど
も
が
１
人
増
す

ご
と
に
１
０
０
円
追
加
）　
▼
主
催
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
行
田　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会　

▼
問
　
同
法
人
島
田
☎
５
５
６
―

７
７
６
５

▼
日
時
　
11
月
26
日
㈯
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所
　
佐
間
公
民
館　

▼
内
容
　
命
や
死
、
本
当
の
友
達
に

つ
い
て
伝
え
る
劇
「
ね
こ
は
し
る
」

を
鑑
賞
す
る　

▼
参
加
費
　【
３
歳

イ
ベ
ン
ト

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第
６
回
子
育
て
サ
ロ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
の
か
ざ
り
を
つ
く
ろ
う

工
藤
直
子
原
作　
舞
台
劇

「
ね
こ
は
し
る
」
鑑
賞
会

Ａ
Ｘ
】
５
５
４
―
６
９
６
９　
▼
問
　

同
法
人
会
☎
５
５
４
―
４
５
３
５

▼
日
時
　
12
月
3
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税

理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専

門
家
が
法
律
関
係
、
税
金
、
年
金
、

労
働
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る　

▼
費
用
無
料
　
▼
問
　
行
田
民
主
商

工
会
☎
５
５
９
―
３
５
７
３

▼
日
時
　
12
月
23
日
㈮
午
前
９
時

開
会　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　
▼
種
目
　
団
体
戦
【
男
子
】

１
部
・
２
部
【
女
子
】
１
部
・
２
部

※
い
ず
れ
も
３
複
方
式
で
１
チ
ー

ム
３
人
以
上　

▼
対
象
　
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
で
行
田
市
卓
球
連

盟
に
承
認
さ
れ
て
い
る
方　
▼
参
加

費
　
１
チ
ー
ム
３
千
円
※
連
盟
未
登

録
チ
ー
ム
は
１
千
円
増
し
※
学
生
も

同
額　
▼
注
意
　
締
め
切
り
後
の
受

相　
　
談

専
門
家
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

ス
ポ
ー
ツ

行
田
市
民
卓
球
大
会

秋
季
団
体
戦

星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る

会　
▼
そ
の
他
　
長
靴
な
ど
を
履
き

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ご
み
袋
と
軍
手
は
用
意
し
ま

す
。　

▼
問
　
同
会
会
長
栗
原
☎

５
５
７
―
０
０
９
１

マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
と
引ひ

き
札ふ
だ
展

▼
日
時
　
11
月
1
日
㈫
～
12
月
28
日

㈬
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場

所
　
熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支
店

ロ
ビ
ー
（
天
満
３
―
16
）　
▼
内
容
　

明
治
・
大
正
・
昭
和
時
代
の
マ
ッ
チ

ラ
ベ
ル
と
引
札
（
現
在
の
ち
ら
し
広

告
）
な
ど
を
展
示
す
る

日
本
の
玩
具
い
ろ
い
ろ
展

▼
日
時
　
11
月
24
日
㈭
～
29
日
㈫
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
29
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
八
木
橋
百

貨
店
８
階
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

熊
谷
（
熊
谷
市
仲
町
74
）　
▼
内
容
　

ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
、
す
ご
ろ
く
、

か
る
た
、
人
形
、
め
ん
こ
な
ど
懐
か

し
い
日
本
の
お
も
ち
ゃ
を
展
示
す
る

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

け
付
け
不
可
。
当
日
不
参
加
の
場
合
、

参
加
費
の
返
金
不
可
。
大
会
中
に

生
じ
た
事
故
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

の
保
険
制
度
適
用
範
囲
を
除
き
、
一

切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。　
▼
申
　

11
月
30
日
㈬
午
後
７
時
ま
で
に
種
目
、

チ
ー
ム
名
、
メ
ン
バ
ー
名
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
市

民
卓
球
大
会
受
付
事
務
局
村
松
【
郵

送
】
〒
３
６
１
―
０
０
２
２　

行

田
市
桜
町
３
―
17
―
14
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
３
―
２
６
８
５　
▼
問
　
同
事

務
局
村
松
☎
５
５
４
―
３
８
５
１

▼
日
時
　
12
月
10
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
0
時
30
分　
▼
場
所
　
牧
禎

舎
藍
染
体
験
工
房（
忍
1
―
4
―
11
）　

▼
内
容
　
牧
禎
舎
の
座
布
団
カ
バ
ー

を
草
木
染
め
ま
た
は
藍
染
め
で
染
め
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集　
▼
講
師
　
國

松
浩
貴
さ
ん（
手
織
り
工
房
―
志
楽

―
）　
▼
定
員
　
10
人　
▼
費
用
無
料
　

▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋

蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
そ
の
他
　
染
め

た
布
は
持
ち
帰
れ
ま
せ
ん
。
粗
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
。　
▼
申
・
問
　
同
ネッ
ト

ワ
ー
ク
☎
５
５
２
―
１
０
１
０

募　
　
集

染
め
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

広告広告
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【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口82,994人　男41,224人　女41,770人　世帯数34,163世帯

（平成28年10月1日現在） 9月中の異動　出生39人　転入等177人　死亡59人　転出等189人

小
学
生
以
上　
▼
定
員
　
30
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
費
　
４
千
３
０
０

円
（
材
料
代
・
保
険
料
）　

▼
申
　

11
月
18
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
直
接
同

館
窓
口

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

「
白
雪
姫
」
上
映

▼
日
時
　
12
月
10
日
㈯
午
後
２
時
上

映　

▼
上
映
作
品
　
ア
ニ
メ
名
作

「
白
雪
姫
」　
▼
入
場
無
料
　
▼
定

員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
そ

の
他
　
整
理
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
プ
ー
ル

ボ
イ
ラ
ー
設
備
担
当

ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
１
時　

▼
業
務
内
容
　
設
備
運

転
、
保
全
、
窓
口
受
け
付
け
お
よ
び

施
設
管
理
業
務
（
週
３
〜
４
日
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）　
▼
応
募

資
格
　
ボ
イ
ラ
ー
技
士
２
級
以
上
の

資
格
者
で
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

勤
務
が
可
能
な
方　

▼
募
集
人
数
　

若
干
名　
▼
時
給
　
８
５
０
円
（
試

用
期
間
あ
り
）　
▼
選
考
方
法
　
書

類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼
申
　

11
月
30
日
㈬
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
持
参
の
上
、
直
接
市
民

プ
ー
ル
窓
口

館
入
館
受
付
時
に
配
布
す
る
応
募
用

紙
に
記
入
し
、
受
付
箱
に
投と

う
函か
ん

す
る

（
応
募
は
１
人
１
回
）　
▼
そ
の
他
　

抽
選
で
25
人
に
う
ど
ん
店
の
食
事
券

を
進
呈
し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
の

発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

古
代
蓮
会
館
入
館
者

１
０
０
万
人
達
成
記
念

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

▼
展
示
期
間
　
12
月
３
日
㈯
〜
25
日

㈰　
▼
展
示
場
所
　
古
代
蓮
会
館
内　

▼
仕
様
　
①
テ
ー
マ
は
自
由　
②
プ

ラ
段
（
90
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
90
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
1
枚
※
受
付
時
に

支
給　
③
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
用
ラ

イ
ト
合
計
50
ワ
ッ
ト
ま
で
※
希
望
者

に
は
ク
リ
ア
球
を
１
セ
ッ
ト
１
０
０

球
単
位
で
２
セ
ッ
ト
を
限
度
に
貸
し

出
し
ま
す
。　

▼
募
集
点
数
　
20

点
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
２
千

円　
▼
そ
の
他
　
制
作
に
自
信
の
無

い
方
の
た
め
に
11
月
20
日
㈰
・
27
日

㈰
に
制
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
入
館
者
に
よ
る
投
票
で
決
定
し

た
上
位
３
点
に
は
景
品
を
進
呈
し
ま

す
（
１
位
旅
行
券
３
万
円
相
当
、
２

位
商
品
券
１
万
円
相
当
、
３
位
商
品

券
５
千
円
相
当
）。　

▼
申
　
11
月

15
日
㈫
〜
30
日
㈬
に
同
館
で
配
布
す

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
親
善
大
会
）

▼
日
時
　
12
月
３
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
０
時
30
分
（
開
場
は
午
前
８
時

20
分
か
ら
）　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
お

よ
び
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
ブ

ロ
ッ
ク
別
（
３
〜
４
チ
ー
ム
）
の
リ
ー

グ
戦
と
し
、
各
チ
ー
ム
２
試
合
の
親

善
試
合
を
行
う　
▼
対
象
　
市
内
の

小
学
３
年
生
〜
６
年
生　
▼
参
加
費
　

１
人
２
０
０
円
（
監
督
者
も
含
む
）　

▼
申
　
各
小
学
校
お
よ
び
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
11
月
23
日
㈬

午
前
８
時
30
分
〜
27
日
㈰
午
後
８
時

に
直
接
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口

い
き
い
き

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ

▼
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時

〜
11
時　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場
他　
▼
内
容
　

自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
メ
ニュ
ー
を
実
践
し
、
定
期
的

に
活
動
の
成
果
を
測
定
す
る
こ
と
で
、

健
康
的
で
充
実
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
確
立
を
図
る　
▼
講
師
　
い
き

い
き
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
講

師　
▼
対
象
　
18
歳
以
上
の
方　
▼

る
応
募
用
紙
（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え

て
直
接
同
館
窓
口

古
代
蓮
会
館
入
館
者

１
０
０
万
人
達
成
記
念

メ
ッ
セ
ー
ジ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
放
映
す
る
、
家
族
や
友
達
な
ど
大

切
な
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を

込
め
た
動
画
を
募
集
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　
12
月
17
日
㈯
〜
25
日

㈰
午
後
５
時
〜
８
時
30
分　
▼
開
催

場
所
　
古
代
蓮
会
館
内　
▼
応
募
資

格
　
個
人　
▼
仕
様
　
３
分
以
内
の

動
画
（
静
止
画
の
ス
ラ
イ
ド
映
写
で

も
可
）
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
へ
保
存　
▼

そ
の
他
　
応
募
作
品
１
点
に
つ
き
古

代
蓮
会
館
招
待
券
２
枚
進
呈　
▼
申
　

11
月
18
日
㈮
〜
12
月
25
日
㈰
に
館
内

で
配
布
す
る
応
募
用
紙
へ
記
入
の

上
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
添
え
て
直
接
同

館
窓
口

古
代
蓮
の
里

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
12
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・

10
日
㈯
・
11
日
㈰
午
後
６
時
30
分
開

演　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　

▼
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
中
心

定
員
　
20
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選　
▼
会
費
　
月
２
千
円
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
月
４
回
無
料
利

用
券
付
き
）　
▼
申
　
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
。
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
入
会
希
望
の
旨
を
記

載
【
Ｅ
メ
ー
ル
】gasportsclub@

ikiiki-zaidan.or.jp

ウ
ォ
ー
タ
ー

エ
ク
サ
ク
ラ
ブ

▼
日
時
　
毎
週
金
曜
日
の
午
後
３

時
〜
４
時
※
初
回
12
月
２
日
㈮　
▼

場
所
　
市
民
プ
ー
ル　

▼
内
容
　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ワ
ー
（
水
圧
、
浮
力
、

抵
抗
、
水
温
の
効
果
の
総
称
）
を
利

用
し
、
健
康
増
進
に
効
果
的
な
運
動

を
楽
し
く
行
う　
▼
講
師
　
い
き
い

き
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
講

師　
▼
対
象
　
18
歳
以
上
の
方　
▼

定
員
　
20
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選　
▼
会
費
　
月
３
千
円
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
月
５
回
無
料
利

用
券
付
き
）　
▼
申
　
11
月
15
日
㈫

午
前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
。
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

エ
ク
サ
ク
ラ
ブ
入
会
希
望
の
旨
を
記

載
【
Ｅ
メ
ー
ル
】gasportsclub@

ikiiki-zaidan.or.jp

と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト　
▼
出
演
　【
12

月
３
日
・
11
日
】
行
田
音
楽
家
協
会

【
４
日
】
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
行
田

市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使
）【
10
日
】

小
池
穂
波
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）、

小
林
礼
美
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
奏
者
）　
▼

入
館
料
　【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・

中
学
生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児

無
料　
▼
そ
の
他
　
12
月
３
日
・
４

日
・
10
日
・
11
日
は
、
開
館
時
間
を

午
後
９
時
ま
で
延
長
し
ま
す
（
受
け

付
け
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
）。

古
代
蓮
会
館

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈪
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後

４
時
ま
で
）　
▼
内
容
　
①
古
代
蓮

会
館
の
入
館
料
を
２
割
引
き　
②
同

館
で
子
ど
も
向
け
の
く
じ
引
き
を
開

催
（
２
回
に
つ
き
１
０
０
円
）　

③

同
館
研
修
工
作
室
で
ア
ニ
メ
を
上
映

（
午
前
11
時
、
午
後
２
時
の
２
回
・

約
20
分
）　

④
同
館
入
館
者
を
対
象

に
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
体
験
を
実
施
（
午

前
10
時
、
午
後
２
時
の
２
回
・
約
１

時
間
）　

⑤
古
代
蓮
の
里
売
店
内
外

で
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）

を
開
催　
▼
そ
の
他
　
売
店
・
う
ど

ん
店
の
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

古
代
蓮
会
館

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

〝
ま
ん
丸
サ
ン
タ
〞

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
講
師
　
佐
藤
孝
子
さ
ん
（
全

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　
▼
参
加
費
　

２
５
０
円
（
材
料
費
１
体
分
）　
▼

そ
の
他
　
別
途
、
入
館
料
が
掛
か
り

ま
す
。
※
県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

の
た
め
、
入
館
料
は
２
割
引
き
。　

▼
申
　
開
催
時
間
中
随
時
受
け
付
け

松
竹
梅
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
12
月
18
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
工
作

室　
▼
内
容
　
正
月
を
彩
る
定
番
の

松
竹
梅
の
風
景
盆
栽
を
作
る　
▼
講

師
　
萩
原
文
雄
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ

ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
）　
▼
対
象
　

古
代
蓮
の
里

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
６

▼
期
間
　
11
月
25
日
㈮
〜
平
成
29
年

１
月
９
日
㈪　
▼
点
灯
時
間
　
午
後

５
時
〜
９
時
30
分　
▼
場
所
　
古
代

蓮
の
里
園
内　
▼
主
催
　
古
代
蓮
の

里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会

（
古
代
蓮
会
館
内
）

古
代
蓮
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
６

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ク
イ
ズ
に
答
え
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う

▼
開
催
日
時
　
12
月
３
日
㈯
・
４
日

㈰
・
10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
17
日
㈯
〜

25
日
㈰
の
午
後
５
時
〜
９
時　
▼
応

募
方
法
　
古
代
蓮
会
館
展
望
室
か
ら

見
え
る
う
ど
ん
店
の
屋
根
に
書
か
れ

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
文
字
を
同まん丸サンタの作例

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古代蓮会館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784
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〝
藩
〞
と
い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
れ
ば
、
古

代
中
国
の
周
王
朝
時
代
に
天
子
が
自
分
を
補
佐
す
る

諸
侯
を
地
方
に
配
置
し
て
、
藩
屏
や
藩
翰
、
藩
鎮
な

ど
と
い
っ
た
の
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
江
戸

時
代
に
儒
学
者
が
大
名
の
領
地
や
支
配
組
織
を
藩
と

称
す
る
よ
う
に
な
り
、
親
藩
や
藩
士
な
ど
の
言
葉
も

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
幕

府
が
藩
を
正
式
な
呼
称
と
し
て
用
い
た
こ
と
は
な

く
、
忍
藩
と
い
う
名
称
も
幕
府
の
正
式
な
文
書
で
は

用
い
ら
れ
ず
、
例
え
ば
、
忍
藩
領
を
表
す
場
合
に
は

「
阿
部
豊
後
守
領
分
」「
松
平
下
総
守
領
分
」
な
ど

と
表
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
閏う
る
う
４
月
、
明
治
新
政

府
は
政
治
方
針
で
あ
る
政
体
書
を
公
布
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
旧
幕
府
領
を
府
と
県
、
大
名
領
を
藩

と
す
る
と
定
め
、
藩
が
公
の
呼
称
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
に
は
各
府
藩
県
に
対
し
て
、
同
一
の
規
格
で

印
鑑
を
作
成
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
と
き

の
印
鑑
は
一
辺
が
６
．
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
角
印

で
、
忍
藩
で
は
印い
ん
文も
ん
を
楷
書
で
「
忍
藩
之
印
」
と
刻

み
ま
し
た
。

　
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
６
月
の
版
籍
奉
還
に
よ

り
、
藩
主
は
知
藩
事
と
い
う
地
方
官
に
任
命
さ
れ
、

藩
も
新
政
府
の
地
方
制
度
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
に
は
府
藩
県
に
一
辺
を
７
．
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
す
る
印
鑑
作
成
が
命
じ
ら
れ
、
忍
藩
で
も
印
文

は
前
回
と
同
じ
「
忍
藩
之
印
」
で
書
体
を
篆て
ん

書
体

と
し
た
印
鑑
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
３
年

（
１
８
７
０
）
２
月
に
政
府
か
ら
３
度
目
の
印
鑑
作

成
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
の
印
鑑
が
こ
の
と
き

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
寸
法
は
一
辺
が
４
．
５
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
こ
れ
ま
で
で
最
も
小
さ
く
、
印
文
は

「
忍
藩
」
と
刻
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
印
鑑
が
現
存
し

て
い
る
唯
一
の
忍
藩
印
で
す
。
そ
し
て
、
明
治
４
年

（
１
８
７
１
）
７
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、

忍
藩
か
ら
忍
県
に
な
る
と
、「
忍
県
」
の
印

鑑
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

忍
藩
印
は
、
藩
が
地
方
制
度
の
正
式
な

呼
称
で
あ
っ
た
３
年
ほ
ど
の
間
に
用
い
ら

れ
た
印
鑑
で
す
が
、
そ
の
変
遷
は
明
治
初

期
の
制
度
の
移
り
変
わ
り
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
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今月の表紙
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編
集
・
発
行
／
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田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
28
年
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1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
845

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
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行
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歴
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忍  

藩  
印 

行
田
市
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物
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所
蔵

　10月1日、忍城址東門付近で「ピンクリボンinぎょうだ」が開催
されました。このイベントは、乳がん撲滅を目指すピンクリボン

運動の一環として、NPO法人くまがやピンクリボンの会との協働により今年初め
て実施されたものです。
　日も暮れ始めた頃、来場者のカウントダウンとともに運動のシンボルカラーであ
るピンク色のライトが点灯。辺りが夕闇に包まれるとピンクに染まった忍城御三
階櫓が、夜空に鮮やかに浮かび上がりました。

　放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス「レイズアップ」は、「市
し

報
ほう

ぎょうだ」３月
がつ

号
ごう

で紹
しょう

介
かい

した訓
くん

練
れん

施
し

設
せつ

の隣
となり

にある施
し

設
せつ

だよ。
　現

げん

在
ざい

、小
しょう

学
がく

４年
ねん

生
せい

から高
こう

校
こう

２年
ねん

生
せい

までの12人
にん

が放
ほう

課
か

後
ご

や長
ちょう

期
き

休
きゅう

暇
か

に利
り

用
よう

しているんだ。普
ふ

段
だん

は学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ってくると、宿
しゅく

題
だい

や
一
ひ と り ひ と り

人一人の能
のう

力
りょく

に合
あ

わせた課
か

題
だい

をこなしたり、パズルやお絵
え

かき
などの創

そう

作
さく

活
かつ

動
どう

をしたりして過
す

ごしているよ。音
おん

楽
がく

に合
あ

わせてみ
んなで一

いっ

緒
しょ

に英
えい

語
ご

の勉
べん

強
きょう

をすることもあるんだって。何
なん

だか楽
たの

し
そう！
　人

ひと

との触
ふ

れ合
あ

いや勉
べん

強
きょう

を通
つう

じて、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを表
ひょう

現
げん

する方
ほう

法
ほう

を学
まな

んでいくレイズアップの仲
なか

間
ま

たち。上
じょう

級
きゅう

生
せい

が下
か

級
きゅう

生
せい

の面
めん

倒
どう

を見
み

ている姿
すがた

や協
きょう

力
りょく

しておやつの準
じゅん

備
び

をしている様
よう

子
す

からも、み
んなのお互

たが

いを思
おも

いやる優
やさ

しい心
こころ

が伝
つた

わってきたよ。

【住所】前谷505―3　【電話番号】594―6113

ぎょうだ」３月
がつ

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!

GYODA
市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

Nov.2016

No.845

レイズアップ
（運営：社会福祉法人福潤の会）

忍藩印


